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目
映
い
ほ
ど
の
新
緑
に
包
ま
れ
た
八

王
子
城
跡
。平
和
な
現
代
で
は
、こ
の
美

し
い
若
葉
の
陰
で
凄
惨
な
戦
い
が
展
開

さ
れ
た
史
実
を
今
や
誰
も
伺
い
知
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。し
か
し
、こ
の
落
城

悲
話
を
た
だ
語
り
継
ぐ
だ
け
で
な
く
、

映
画
な
ど
を
通
じ
て
夢
と
感
動
の
物
語

に
変
え
て
く
れ
る
の
も
芸
術
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。�

　
来
春
、こ
の
八
王
子
城
跡
一
帯
を
舞
台

に
し
た
映
画
が
ク
ラ
ン
ク
イ
ン
し
ま
す
。

監
督
は
、数
々
の
名
作
を
生
み
出
し
た

本
市
在
住
の
斎
藤
耕
一
氏
。こ
の
地
に
築

城
し
た
北
条
氏
が
豊
臣
勢
の
小
田
原
征

伐
に
よ
り
滅
亡
す
る
ま
で
、城
下
で
繰

り
広
げ
ら
れ
た
人
間
模
様
と
武
士
道
の

世
界
が
描
か
れ
る
そ
う
で
す
。�

　「
郷
土
を
舞
台
に
時
代
劇
を
撮
り
た

い
。そ
し
て
、歴
史
を
未
来
に
伝
え
て
い

き
た
い
」。斎
藤
監
督
は
常
々
こ
う
話
さ

れ
て
い
ま
し
た
。そ
し
て
、そ
の
夢
を
実

現
で
き
た
最
大
の
理
由
を
、「
故
郷
を
大

切
に
想
う
気
持
ち
を
強
く
持
ち
続
け
て

き
た
か
ら
」と
も
語
ら
れ
て
い
ま
す
。�

　
今
、愛
知
県
で
は『
愛
・
地
球
博
』が

開
か
れ
、今
月
3
日
に
は
、そ
の
国
際
舞

台
で
本
市
の
歴
史
あ
る
伝
統
芸
能『
八

王
子
車
人
形
』が
世
界
に
向
け
て
披
露

さ
れ
ま
す
。郷
土
を
愛
す
る
心
が
芸
術

を
生
み
、育
ん
で
い
く
―
。長
い
歴
史
に

培
わ
れ
た
こ
の
ま
ち
の
持
つ
奥
深
さ
に
、

言
い
知
れ
ぬ
感
動
が
胸
に
込
み
あ
げ
て

き
ま
す
。�

　
　
　
　
　
　（
市
長
　黒
須
　
一
）�

　
　
　
　
　�

市
長
メ
ッ
セ
ー
ジ

■八王子市役所の代表電話�

☎0426‐26‐3111�
■ホームページアドレス http://www. city. hachioji. tokyo. jp/�
　モバイル（携帯電話）版 http://www. city. hachioji. tokyo. jp/m/

特集 ： 空から見た八王子�

　人口54万人。緑豊か
な多摩地域の中核都市と
して、文化・産業・経済、あ
らゆる面で発展を続ける
八王子市。活気にあふれ
るこのまちは、さまざま
な顔を持っています。今
回は、その一端をぐるり
と空からご案内すること
にしました。�

もくじ（主な内容）�
: 1～3…特集：空から見た八王
子　: 4・5…新しい「行財政改
革プラン」を策定　: 6・7…斜面
緑地保全委員会の市民委員を
募集など　: 8・9…平成16年度
の財政状況　: 10…けんこう　
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特集 ： 空から見た八王子�

N

八王子�
北野�

南大沢�

京王高尾線�

京王
相模
原線
�

高尾�

中央
線�

高尾山口�

八
王
子�

�

み
な
み
野�

大塚・帝京大学�国
道
16
号�

横
浜
線�

野猿街道�

北八王子�

国
道
16号�

滝山街道�

秋川街道� 高
尾
街
道�

陣馬街道�

西八
王子
�

京王八王子�

多
摩
都
市
モノレール

�

甲州
街道
�

中央
自動
車道
�

　
八
王
子
駅
周
辺
の
移
り
変
わ
り
。
昭
和
36
年
（
下
）
、昭

和
57
年
（
右
下
）
、平
成
17
年
（
右
）
�

　
市
の
顔
で
あ
る
八
王
子
駅
。北
口
に
は
平
成
7
年
ま
で

「
織
物
の
八
王
子
」と
書
か
れ
た
シ
ン
ボ
ル
タ
ワ
ー
が
。そ

の
後
、再
開
発
が
進
み
、駅
ビ
ル
や
八
王
子
ス
ク
エ
ア
ビ
ル
、

マ
ル
ベ
リ
ー
ブ
リ
ッ
ジ
な
ど
が
つ
く
ら
れ
ま
し
た
。�

　
甲
州
街
道
を
挟
ん
だ
横
山
町
・
八
日
町
（
右
）
と
終

戦
直
後
の
市
街
地
（
左
）�

　
　
観
光
の
シ
ン
ボ
ル
　
高
尾
山
�

　
年
間
2
5
0
万
人
も
の
ハ
イ
カ
ー
や
観
光
客
が
訪
れ
る

高
尾
山
。標
高
は
5
9
9
メ
ー
ト
ル
。ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
は
、31

度
18
分
と
い
う
日
本
一
急
な
斜
面
を
走
り
ま
す
。�

①�

④�

⑤�

②�

③�

⑥�

⑦�

⑧�

▲“北の玄関口”八王子
インターチェンジ�
　中央自動車道は昭和
42年12月に八王子・調
布間が開通。市の北の
玄関口となっています。
今後はインター周辺地区
を市の物流の拠点とし
て整備していく予定です。�

▲多摩ニュータウン（南大沢駅周辺）�
　南大沢地区の入居は昭和58年から。南大沢駅の
北西側には首都大学東京のキャンパスが広がり、駅の
南西に位置する大きな輪舞橋（丸い歩道橋）がシンボル。�

▼“市民憩いの場”富士森公園�
　広さ約106,000平方メートル、明治29年開園の富士
森公園。公園のある丘陵地は江戸時代から「富士塚」
や「富士森」と呼ばれ、公園名はこれに由来しています。�

▲八王子北インターチェンジ（仮称）予定地�
　工事が進む圏央道の八王子北インターチェ
ンジ（仮称）予定地の周辺。今後、市の産業
振興のための重要な役割を担っていきます。�

▲高尾駅と甲州街道のイチョウ並木�
　西部地域のターミナル駅である高尾駅。線路と平行
するように走る甲州街道には、日本三大並木の一つと
いわれているイチョウ並木が見えます。�

　ふだん見慣れた景色も、空から見ると違った顔に…。
躍動するまちの姿を、今年1～3月に撮影した航空写真
で紹介します。�

航
空
写
真
位
置
図�

※
数
字
は
写
真
の
番
号
、

矢
印
は
撮
影
の
方
向
で
す
。�

5
8

6

3

7 1

4
2

昭
和
20
年
8
月
2
日
の
未
明
に
、本
市
は
ア
メ
リ
カ

軍
の
爆
撃
機
Ｂ
29
に
よ
る
大
空
襲
を
受
け
、焼
け
野

原
と
な
り
ま
し
た
。左
側
の
写
真
は
同
年
10
月
に
撮

影
さ
れ
た
、当
時
の
八
日
町
か
ら
西
を
見
た
市
街
地
。

60
年
後
の
今
の
姿
に
　
八
王
子
魂
　
を
感
じ
ま
す
。�

あのころ
は…� あのころ

は…�

（昭和20年）�

（昭和36年）�

（昭和57年）�
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これからの地域経営�
　地域における公共サービスの必要性や妥当性と合わせて、市民と行
政の役割分担、そしてその手法についても市民の皆さんとともに検証・
改革し、公共サービスの質を向上させ、地域の価値を高めます。�

■ 主な取り組み�
●市民自治のしくみづくり�
・市民自治を推進するための条例などを制定�
●戦略的広報活動の展開�
・政策を形成する段階から皆さんの意見や提
言を求める「提案型広報紙｣を充実�

・ホームページなど、広報媒体の特徴に応じた
情報を発信�

●子育ちのための児童館の役割の構築�
・児童館を、中学生や高校生の成長を支援す
る場として提供�
●地域における学校の役割の検証�
・地域の人材をさらに活用�
・地域活動への教員と生徒の参加を促進�
●自主防災組織の拡充�
・町会や自治会、管理組合を基本に自主防災
組織の結成と育成を促進�

●さらなる産・産・学の連携�
・計測機器や研究開発の場の共同利用など、
「企業と企業」「企業と大学」の連携が推
進されるしくみを構築�

●地域ぐるみのごみ発生抑制�
・リサイクル推進員などによる地域の指導体
制を構築�

行 政�

（市役所）�

　
市
は
、平
成
17
年
度
以
降
の
新
た
な
行
財
政
改

革
の
取
り
組
み
の
方
針
を
定
め
る
た
め
、公
募
市
民

や
学
識
者
で
構
成
す
る「
行
財
政
改
革
推
進
審
議

会
」に
諮
問
し
、昨
年
8
月
に
答
申
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。こ
の
答
申
の
基
本
と
な
る
考
え
方
は
、「
協
働
」

と「
地
域
経
営
」。そ
の
内
容
は
、市
の
基
本
構
想
・

基
本
計
画「
八
王
子
ゆ
め
お
り
プ
ラ
ン
」が
め
ざ
す

ま
ち
づ
く
り
の
方
向
を
踏
ま
え
て「
市
民
協
働
」と

「
ま
ち
の
活
性
化
」に
重
点
が
置
か
れ
た
も
の
に
な
っ

て
い
ま
す
。そ
し
て
こ
の
ほ
ど
、こ
う
し
た
提
言
や
市

民
の
皆
さ
ん
の
声
を
取
り
入
れ
て
、新
し
い「
行
財

政
改
革
プ
ラ
ン
」を
策
定
し
ま
し
た
。�

�　
改
革
の
柱
は
地
域
経
営
と
行
政
経
営
�

　
こ
の
改
革
プ
ラ
ン
が
定
め
る
2
つ
の
柱
は「
地
域

経
営
改
革
」と「
行
政
経
営
改
革
」で
す
。行
政
サ

ー
ビ
ス
に
つ
い
て「
最
少
の
経
費
で
最
大
の
効
果
を
得

る
」こ
と
を
め
ざ
し
た
こ
れ
ま
で
の
改
革（
行
政
経

営
）に
加
え
、企
業
を
含
め
た
地
域
が
有
す
る
人
材

や
施
設
な
ど
を
有
効
に
活
用
。
市
民
の
皆
さ
ん
と

と
も
に
、ま
ち
の
特
性
に
合
っ
た
快
適
な
生
活
が
送

れ
る
よ
う
な
地
域
を
実
現
し
、そ
の
価
値
を
高
め
て

い
く
改
革（
地
域
経
営
）を
推
進
し
ま
す
。�

　
な
お「
行
財
政
改
革
プ
ラ
ン
」は
市
役
所
5
階
市

政
資
料
室
、市
内
4
つ
の
図
書
館
、市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。問
い
合
わ
せ
は
行
革
推
進

課（
☎
20
・
7
4
2
3
、F
A
X
27
・
5
9
3
9
）へ
。�

平
成
17
〜
19
年
度
の『
行
財
政
改
革
プ
ラ
ン
』
を
策
定
�

▲企業も含め、市民の皆さんとともに地域
の価値を高めていく改革を推進�

企業・商店会�企業・商店会�

町会・自治会�町会・自治会� 市民団体�市民団体�
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これからの 行 政 経 営 �

効率的な収集・処理
体制を構築� 直営保育園10園

体制に向け推進�

システム経費を
大幅削減�

市長メールマガ
ジンを発行�

　新たな「行財政改革プラン」の進行管
理と、行財政改革に係る重要事項を調査・
審議していただくため、市民委員を募集し
ます。�
対象　市内在住・在勤・在学で18歳以上
の方（市のほかの審議会などの委員を除く）�

任期　8月下旬から2年間（会議は年5回
程度開催）�

募集人数　2名（選考）�
報酬　1回12,000円�
申し込み　「応募の動機」（400字以内）
と「私が考えるこれからの行財政改革」
または「公共サービスにおける市民と行
政の役割分担」についての考え（800
字以内）、住所・氏名・年齢・性別・勤
務先または学校名・電話番号を書いて、
6月15日（必着）までに郵送、ファックスま
たはＥメールで八王子市役所行革推
進課（〒192-8501☎20・7423、FAX27・
5939、Ｅメールgyoseikeiei@city.�

　hachioji.tokyo.jp）へ�
※結果は7月上旬までに通知します。�

平
成
16
年
度
ま
で
の
行
財
政
改
革
は
着
実
に
推
進
�

LLLLLLLLLLLL

LLLLLLLLLLLLL
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L

L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L

　
平
成
14
〜
16
年
度
に
取
り
組
ん
だ
行
財

政
改
革
の
成
果
は
、金
額
に
す
る
と
3
年

間
の
合
計
で
約
32
億
円
に
も
の
ぼ
り
ま
し
た
。

ま
た
、公
設
民
営
方
式
の
推
進
と
指
定
管

理
者
制
度
の
導
入
に
よ
り
、す
べ
て
の
小
学

校
区
に
学
童
保
育
所
を
設
置
す
る
施
策
の

実
現
や
、公
共
施
設
ア
ド
プ
ト
制
度
の
実
施

に
代
表
さ
れ
る
協
働
に
よ
る
行
政
運
営
な

ど
、改
革
は
着
実
に
推
進
し
ま
し
た
。�

　
な
お
、計
画
期
間
内
に
完
了
で
き
な
か
っ

た
4
件
の
取
り
組
み
や
、更
に
改
革
を
進
め

る
も
の
は
、新
し
い
行
財
政
改
革
プ
ラ
ン（
平

成
17
〜
19
年
度
）の
中
で
実
行
し
て
い
き
ま

す
。�

平成14～16年度の行財政
改革の財政面での成果�

計画期間内に
完了しなかった
取り組み�
4件 4.9％�

平成14～16年度の行財政
改革の取り組み結果�

14～16年度行財政改革大綱�
取り組み項目82件�

計画通りに推
進した取り組み�
78件 95.1％�

■ 主な取り組み�
●人材・組織マネジメント�
・部長への人事権移譲、機動的組織を確立�
●施設マネジメント�
・施設の最適な管理運営方法などを定めた施設マネジメントプラン
　を策定、指定管理者制度を導入�
●財政マネジメント�
・施策別予算体系を明確化、新たな財務情報を発信�
●情報マネジメント�
・情報を統括する体制を整備、有効なデータを活用するしくみづくり�

　市役所が持っている「人材・組織」「施設」「財政」「情報」
という資源を、最も効果・効率的に活用し、行政サービスを提
供するための仕事の手順を充実・再構築していきます。�

◆環境政策充実に向けた効率　
　的な廃棄物処理体制の構築�
　指定収集袋制など導入後の検
証や、市が行うべき業務の見直し�

◆機能拡充をめざした�
　市立保育園の再編�
　市立保育園の民営化や統
合を進めるとともに、障害児の
保育枠の設定など、保育ニー
ズに対応�

◆効率的で安全な電子自治�
　体の構築�
　情報処理システムの構築や
管理運営にかかる経費が適正
な価格であるかを評価し、委託
を含めた体制を検討�
�

◆重点施策を積極的に発信�
　するしくみづくり�
　市の重点施策や日常的な情報な
どを、市民の皆さんに対し積極的に
発信�

2.1

2.8

0.7

5.2

9.6

4.4

17.6

19.9

2.3

20�

18�

16�

14�

12�

10�

8�

6�

4�

2�

0

（億円）�

（年度）�H14決算�H15決算�H16決算見込�

歳出�
削減額�

歳入�
確保額�



斜
面
緑
地
保
全
委
員
会
の

市
民
委
員
を
募
集
�

　
市
内
に
お
住
ま
い
の
方
を
対
象
に
、都
営
住
宅（
地
元
割

当
・一
般
募
集
住
宅
）の
入
居
者
を
募
集
し
ま
す
。入
居
資

格
に
制
限
が
あ
り
ま
す
の
で
、詳
し
く
は
募
集
案
内
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。�

内
容
　
▼
1
・
2
人
世
帯
向
け（
1
Ｄ
Ｋ
）…
5
戸
　
▼
2

人
以
上
世
帯
向
け（
2
Ｄ
Ｋ
）…
11
戸
　
▼
3
人
以
上
世

帯
向
け（
3
Ｄ
Ｋ
）…
6
戸
　
▼
5
人
以
上
世
帯
向
け（
4

Ｄ
Ｋ
）…
1
戸
�

募
集
案
内
の
配
布
　
6
月
2
〜
9
日
に
市
役
所
6
階
住

宅
対
策
課
、各
事
務
所
・
図
書
館
、ク
リ
エ
イ
ト
ホ
ー
ル
、

市
住
宅
・
都
市
整
備
公
社（
大
和
田
町
五
丁
目
）で
�

申
し
込
み
　
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、6
月
13
日

（
必
着
）ま
で
に
所
定
の
封
筒
で
郵
送
�

問
い
合
わ
せ
　
住
宅
対
策
課（
☎
20
・
7
3
8
5
、F
A
X

26
・
3
6
1
6
）へ
�

　
市
は
、7
月
1
日
か
ら
市
街
地
の
み
ど
り
を
保
全
す
る
た
め
に
、

本
紙
4
月
1
日
号
で
お
知
ら
せ
し
た「
市
街
地
内
丘
陵
地
の
み
ど

り
の
保
全
に
関
す
る
条
例
」
を
施
行
し
ま
す
。あ
わ
せ
て「
斜
面

緑
地
保
全
委
員
会
」を
設
置
し
、保
全
区
域
の
指
定
や
保
全
基
準

な
ど
に
つ
い
て
審
議
し
ま
す
。そ
こ
で
、皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
伺
う

た
め
、市
民
委
員
を
募
集
し
ま
す
。�

対
象
　
市
内
在
住
で
18
歳
以
上
の
方
�

任
期
　
8
月
1
日
か
ら
2
年
間（
会
議
は
月
1
回
程
度
開
催
）�

募
集
人
員
　
3
名（
選
考
。結
果
は
、7
月
15
日
ま
で
に
通
知
）�

報
酬
　
1
回
1
万
2
千
円
�

申
し
込
み
　
応
募
の
動
機
と
斜
面
緑
地
の
保
全
に
対
す
る
考
え

を
8
0
0
字
以
内
に
ま
と
め
、住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
職
業
・
電
話

番
号
を
書
い
て
、直
接
ま
た
は
郵
送
で
、6
月
20
日（
必
着
）ま

で
に
八
王
子
市
役
所
3
階
環
境
保
全
課（
〒
192
‐
8
5
0
1
、問

い
合
わ
せ
☎
20
・
7
2
6
8
、F
A
X
26
・
4
4
1
6
）へ
�
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6
月
23
日
か
ら
29
日
ま
で
は
、男
女
共
同
参
画
週
間
で
す
。市

は
、こ
の
期
間
に
合
わ
せ
て
、次
の
よ
う
な
催
し
を
開
催
し
ま
す
。�

　
ま
た
、こ
の
ほ
か
に
も
、男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
と
市
役
所

2
階
市
民
ロ
ビ
ー
で
は
パ
ネ
ル
展
示
を
、生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
図

書
館
で
は
関
連
図
書
の
展
示
を
行
い
ま
す
。�

▼
講
演
会「
男
た
ち
の
出
番
〜
定
年
後
、地
域
に
ど
う
生
き
る
」�

　
日
時
　
6
月
23
日
（木）
午
後
2
〜
4
時
�

　
会
場
　
ク
リ
エ
イ
ト
ホ
ー
ル
第
2
学
習
室
�

　
講
師
　
お
や
じ
サ
ー
ク
ル
じ
ゃ
お
ク
ラ
ブ
代
表
・
率
川
清
昭
さ
ん
�

　
定
員
・
費
用
　
60
名（
先
着
順
）・
無
料
�

▼
映
画「
カ
ラ
ー・パ
ー
プ
ル
」鑑
賞
と
ト
ー
ク
�

　
男
女
の
生
き
方
や
、人
と
の
つ
な
が
り
を
テ
ー
マ
に
し
た
映

画「
カ
ラ
ー
・パ
ー
プ
ル
」を
鑑
賞
し
た
後
に
、シ
ネ
マ
ガ
イ
ド
の

す
が
い
ゆ
き
え
さ
ん
を
お
迎
え
し
、感
じ
た
こ
と
を
自
由
に
お

話
し
ま
す
。�

日
時
　
6
月
25
日（
土
）午
後
1
時
30
分
〜
5
時
�

会
場
　
ク
リ
エ
イ
ト
ホ
ー
ル
視
聴
覚
室
�

定
員
・
費
用
　
50
名（
先
着
順
）・
無
料
�

※
１
歳
〜
就
学
前
の
お
子
さ
ん
15
名（
先
着
順
）を
お
預
か
り

し
ま
す
。申
し
込
み
時
に
ご
予
約
を
。�

申
し
込
み
　
電
話
ま
た
は
フ
ァッ
ク
ス
で
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ

ー（
☎
48
・
2
2
3
0
、F
A
X
44
・
3
9
1
0
）へ
�

▼
特
別
展
「
小
島
善
太
郎
展
〜
畫（
え
）に
み
が
か
れ
た
魂
」
�

　
　
近
代
美
術
史
に
大
き
な
足
跡
を
残
し
、八
王
子
で
40
年
を
過
ご

し
た
小
島
善
太
郎
の
回
顧
展
を
開
催
し
ま
す
。6
月
19
日
、7
月

2
日
の
午
後
3
〜
4
時
に
は
学
芸
員
に
よ
る
解
説
も
あ
り
ま
す
。�

　
日
時
　
6
月
10
日
〜
7
月
18
日
の
午
前
10
時
〜
午
後
７
時
�

　
観
覧
料
　
3
0
0
円（
小
・
中
学
生
、65
歳
以
上
1
5
0
円
）�

　
※
6
月
6
〜
9
日
は
展
示
替
え
の
た
め
休
館
し
ま
す
。�

▼
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
コ
ン
サ
ー
ト
�

　
日
時
　
6
月
4
日
（土）
午
後
2
〜
3
時
�

　
出
演
　
ム
ゼ
オ
弦
楽
四
重
奏
団
�

　
費
用
　
無
料
�

　
申
し
込
み
　
不
要
、直
接
会
場
へ
�

会
場
・
問
い
合
わ
せ
　
夢
美
術
館（
☎
21
・
6
7
7
7
、F
A
X

21
・
6
7
7
6
）へ
�

6
月
23
〜
29
日
は
男
女
共
同
参
画
週
間
�

　
　『
ゆ
め
育
て
　
人
を
育
て
る
　
共
同
参
画
』�

夢
美
術
館
で
「
小
島
善
太
郎
展
」

と
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
�

　
市
は
、資
源
物
集
積
所
を
明
確
に
す
る
た
め
、「
表
示
板
」を

配
付
し
ま
す
。ま
た
、集
積
所
で
回
収
し
て
い
る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
や
ペ

ッ
ト
ボ
ト
ル
は
軽
量
な
た
め
、強
風
な
ど
で
散
乱
す
る
こ
と
が
あ
る

こ
と
か
ら
、「
飛
散
防
止
用
の
ネ
ッ
ト
」を
貸
与
し
ま
す
。�

　
申
し
込
み
と
お
渡
し
す
る
場
所
は
、お
住
ま
い
の
地
域
を
担
当

す
る
清
掃
事
業
所（
浅
川
の
北
側
地
域
に
お
住
ま
い
の
方
は
戸

吹
清
掃
事
業
所
☎
91
・
2
8
9
1
、浅
川
の
南
側
地
域
の
方
は
館

清
掃
事
業
所
☎
65
・
2
5
3
1
、市
内
の
多
摩
ニュ
ー
タ
ウ
ン
地
域

の
方
は
南
大
沢
清
掃
事
業
所
☎
74
・
0
5
5
1
）で
す
。な
お
、町

会
や
自
治
会
な
ど
に
加
入
し
て
い
る
方
は
、町
会
な
ど
を
と
お
し

て
お
申
し
込
み
を
。問
い
合
わ
せ
は
、ご
み
減
量
対
策
課（
☎
20
・

7
2
5
6
、F
A
X
26
・
4
5
0
6
）へ
。�

資
源
物
集
積
所
表
示
板
を
配
付
�

飛
散
防
止
ネ
ッ
ト
を
貸
与
�

�

6
月
2
日
か
ら
都
営
住
宅（
地

元
割
当
）の
入
居
者
を
募
集
�
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　自分の植える樹木の成長を思いながら植樹体験をし
てみませんか。終了後、記念撮影も行います。�
日時　6月11日（土）午前9時30分～10時30分�
場所　下恩方町�
定員・費用　100名（抽選）・無料�
申し込み　往復ハガキに「植樹」と住所・参加者全員の氏
名・年齢・電話番号、返信面のあて名を書いて、6月7日（必
着）までに水と緑の街をつくる市民の会事務局（八王子
商工会議所内〒192‐0062大横町11‐1☎23・6311）へ�
問い合わせ　交通政策室（☎20・7259、FAX27・5915）へ�

　八王子市親切会は毎年、環境美化や社会福祉、隣人
への徳行などといった親切な行為をされた方を表彰して
います。昨年4月から平成17年3月までに親切な行為を受
けたり、見掛けたりした方は、ぜひご連絡を。連絡いただ
いた方には、推薦書をお送りします。なお、職務や役職上
の行為は、原則として対象外です。推薦期間は6月30日
までです。�
�
　賛助会員として活動のご支援を�

　こうした「親切表彰」のほか、会では急な雨に傘がなくて
お困りの方へ貸し出す「親切傘」を各事務所・市民センタ
ーなど54か所に設置しています。これらは「親切募金」の
ほかに「賛助会員」の会費（個人・団体とも1口1,000円、法
人は1口3,000円）で運営し、「賛助会員」の加入は随時受
け付けています。会費は郵便振込みができます。問い合
わせは暮らしの安全安心課（☎20・7227、FAX20・7322）へ。�

　現在、児童手当・乳幼児医療費助成・児童育成手当・
幼児愛育手当制度を受けている方は、6月30日までに
現況届を提出してください。該当する方には、6月上旬
までに書類を郵送します。届け出がないと、手当ての
支給が遅れたり、停止したりすることがあります。�
　なお、現在これらの手当てなどを受けていない方
で要件に該当する方はお早めに手続きを。所得制限
などがありますので、詳しくは子育て支援課（☎20・7�
368、FAX27・7776）までお問い合わせください。�
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八王子市親切会で身近な親切を表彰� 児童手当などの現況届は�
6月30日までに提出を�

　市は、高齢者に積極的に地域活動へ参加してい
ただこうと「シニア元気塾」を開講しています。「シニ
ア元気塾」は、地域の高齢者活動の指導者を育成
する「コーディネーター養成コース」と、地域活動の基
礎的な知識を修得する「教養コース」の2コースを開講。
今回は「教養コース」の受講者を募集します。なお、「養
成コース」は7月ころに募集する予定です。�
対象　市内在住の60歳以上で、全ての講座に出席
できる方�
日時・内容　下表のとおり�
会場　市役所9階903会議室など�
講師　桜美林大学教授・瀬沼克彰さんほか�
定員・費用　60名（抽選）・無料�
申し込み　往復ハガキに「教養コース」と住所・氏名・
年齢・性別・電話番号、返信面のあて名を書いて、
６月10日（必着）までに八王子市役所高齢者支援
課（〒192‐8501、問い合わせ☎20・7243、FAX24・�
　7720）へ�

高齢者の力を地域に�
シニア元気塾「教養コース」を開講�

ふるさとの森づくり植樹の�
参加者を募集�

　Tシャツのデザイン画100選コンテストの作品を募集しま
す。入選した方にはご自身のデザイン入りＴシャツをプレ
ゼント。入選作品は8月10日にいちょうホールで、優秀作品
は8月11～31日に市役所2階市民ロビーで展示します。応
募は、八王子商工会議所、市役所2階市民ロビー、各事
務所にある指定用紙にデザイン画を描き、6月30日（必着）
までに郵送または直接、八王子商工会議所（〒192‐0062
大横町11‐1、☎23・6311）へ。問い合わせは観光課（☎20・
7378、FAX27・5951）へ。�

Ｔシャツのデザイン画を募集�
教養コースの日程表�

日　　時�

7月15日（金）午後2～4時�
�
7月26日（火）午後2～4時�
8月10日（水）午後2時～4時30分�
9月15日（木）午後2～4時�
10月20日（木）午後2～4時�

11月9・10・11日のいずれか1日の�
午後1時30分～4時30分�

12月9日（金）午後2～4時�
来年1月25日（水）午後2～4時�
来年2月8日（水）午後2時～4時30分�

来年2月24日（金）午後2～4時�

内　　容�
開校式�
オリエンテーション�

高齢者の社会参加の概論�
コミュニケーション・ワーク�
八王子の財政状況�
公開講座（内容未定）�

ＩＴ講習～初めてのパソ�
コン�

介護保険と老人医療�
公開講座（内容未定）�
転倒予防�

元気な高齢者の活動�
閉校式�
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平成16年度の�
財政状況�平成16年度�

一般会計予算の状況�

安
心
し
て
、元
気
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
を
め
ざ
し
て
�

　
市
は
、毎
年
2
回
「
財
政
事
情
」
の
公
表
を
行
い
、市
の
財
政
の
状
況
や
実
施
し
た
事

業
の
内
容
な
ど
を
市
民
の
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、平
成
16
年
度
の

財
政
事
情
と
、総
額
3
千
2
9
2
億
円
の
予
算
を
有
効
活
用
し
「
安
心
し
て
、元
気
に
暮

ら
せ
る
ま
ち
」
の
実
現
を
め
ざ
し
て
実
施
し
た
主
な
事
業
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。
�

　
問
い
合
わ
せ
は
財
政
課（
☎
20
・
7
3
4
9
、F
A
X
28
・
1
4
0
0
）へ
。
�

　
市
の
平
成
16
年
度
当
初
予
算
は
、基
本
構
想
・

基
本
計
画
「
八
王
子
ゆ
め
お
り
プ
ラ
ン
」
を
推

進
し
、市
民
の
皆
さ
ん
が
安
全
に
安
心
し
て
、元

気
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
を
実
現
す
る
た
め
の
予
算

と
し
て
編
成
し
ま
し
た
。こ
の
結
果
当
初
予
算

は
、一
般
会
計
1
千
6
2
9
億
円
、特
別
会
計
1

千
5
8
3
億
1
千
万
円
の
合
計
3
千
2
1
2

億
1
千
万
円
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。�

　
そ
の
後
6
月
補
正
予
算
で
、国
の
三
位
一
体
改

革
の
影
響
を
整
理
し
た
の
を
は
じ
め
、9
月
補

正
予
算
で
は
、国
の
補
助
金
「
ま
ち
づ
く
り
交

付
金
」を
活
用
し
て
交
通
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
促

進
す
る
な
ど
、合
計
4
回
の
補
正
予
算
を
編
成

し
ま
し
た（
左
頁
参
照
）。こ
の
結
果
、繰
越
予

算
額
1
億
2
千
万
円（
一
般
会
計
1
億
円
・
特
別

会
計
2
千
万
円
）を
含
め
た
平
成
16
年
度
の
最

終
予
算
額
は
、一
般
会
計
1
千
6
8
5
億
８
千

万
円
、特
別
会
計
1
千
6
0
5
億
9
千
万
円

の
合
計
3
千
2
9
1
億
7
千
万
円
と
な
り
ま

し
た
。詳
し
く
は
、下
・
左
下
の
グ
ラ
フ
な
ど
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。�

　
な
お
、市
の
会
計
に
は
2
か
月
間
の
出
納
整

理
期
間
が
あ
る
た
め
、3
月
31
日
現
在
の
数
値

は
最
終
決
算
額
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。�

�　
事
業
は
お
お
む
ね
計
画
ど
お
り
に
執
行
�

　
こ
の
予
算
に
計
上
し
た
事
業
は
お
お
む
ね
計

画
ど
お
り
に
執
行
し
ま
し
た
。
執
行
に
あ
た
っ

て
は
、ゆ
め
お
り
プ
ラ
ン
の
実
現
に
向
け
、最
大

限
努
力
す
る
と
と
も
に
、「
行
財
政
改
革
大
綱

（
し
く
み
と
意
識
の
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
作
戦
）」
を

実
行
。さ
ら
に
行
政
評
価
の
結
果
も
活
用
し
て
、

事
務
の
見
直
し
と
効
率
的
な
予
算
執
行
に
努

め
ま
し
た
。�

●当初予算…1,629億円

: 6月補正予算…△13億9,000万円�
小・中学校の施設買取事業の先送り（国の三位一
体改革の影響による）、子ども家庭支援センター・先
端技術センターの開設など�
: 9月補正予算…9億5,800万円�
八王子駅と京王八王子駅周辺地区の交通バリア
フリー化事業の範囲を拡大、高尾山一丁平桜並木
の保全など�
: 11月補正予算…10億6,400万円�
生活保護法による扶助費の増額、良好な住環境づ
くりをめざす「まちづくり条例」の制定準備経費など�
: 2月補正予算…49億5,200万円�
国民健康保険事業特別会計などへの追加繰出、
国の補正予算を活用した恩方第二小・中山小の
耐震補強工事の前倒しと小・中学校の施設買取
経費の再計上、みどりの保全基金などへの積立て、
執行実績に基づく予算の残額整理など�

※市債は、小・中学校校舎建設や都市計画・下水道事業など、主に建設事業費の財源の一部にあてるための長期にわたる借入金です。�

特別会計の執行状況 （平成17年3月31日現在）�

一般会計収入・支出済額の内訳 （平成17年3月31日現在）�

主な市有財産の状況 （平成17年3月31日現在）�

市債現在高の推移  （14・15年度は決算額、16年度は平成17年3月31日現在）� 市債現在高の内訳 （平成17年3月31日現在）�

※3月31日現在の一般会計支出済額には給与と公共料金は含んでいません。本市では、これらの支払いを
「給与および公共料金特別会計」で行っていて、出納整理期間に一般会計へ振り替えます。�

�

最終予算額�

歳　入�

歳　出�

国民健康保険事業�

419億600万円�

390億2,500万円�

374億6,900万円�

老人保健�

316億3,800万円�

293億4,500万円�

290億7,700万円�

介護保険�

211億9,200万円�

193億5,400万円�

187億8,300万円�

その他� その他�

最終予算額1,685億8,300万円�
収入済額　1,444億3,900万円�

使用料および�
手数料� 消防費�

地方消費税�
交付金�

最終予算額�
収入・支出済額�

土木費�

総務費�繰入金�

市債� 衛生費�

都支出金� 教育費�

国庫支出金� 公債費�

市税� 民生費�

下水道事業�

223億7,800万円�

140億3,500万円�

139億7,700万円�

その他�

434億7,600万円�

78億300万円�

374億500万円�

市民の市税負担の状況 （14・15年度は決算額、16年度は最終予算額）�
�

1 世 帯あたり�

市民一人あたり�

14年度�

396,222円�

164,154円�

15年度�

372,271円�

155,617円�

16年度�

360,528円�

152,069円�

億円�

3,019億円� 2,942億円�
2,714億円�

減税補てん債�
178億円�
（6.6％）�

総務債�
111億円�
（4.1％）�

駐車場事業債�
109億円�
（4.0％）�

公共用地先行取得等事業債�
29億円�
（1.1％）�

その他�
72億円�
（2.6％）�

現在高�
2,714億円�

歳入� 最終予算額1,685億8,300万円�
支出済額　1,224億3,700万円�歳出�

208億8,400万円�
180億6,000万円�

172億500万円�
124億5,800万円�

139億2,500万円�
110億3,800万円�

98億9,000万円�
5億200万円�

61億9,400万円�
62億8,300万円�

44億2,600万円�
40億7,900万円�

149億4,900万円�
129億6,700万円�

218億700万円�
105億1,000万円�

209億1,800万円�
125億9,600万円�

171億8,700万円�
66億600万円�

122億5,400万円�
64億8,700万円�

64億800万円�
60億7,700万円�

21億3,200万円�
11億900万円�

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
�

ご
み
の
有
料
化
�

高
尾
山
学
園
の
開
校
�

●不登校児童・生徒のための小・中
一貫校「高尾山学園」を開校�
●ごみの指定収集袋制度と戸別収
集を実施し、資源化を推進�
●電子申請・調達システムの共同開
発に参加し、運用を開始�

●子どもと家庭を支援するため、「子
ども家庭支援センター」「地域子ど
も家庭支援センターみなみ野」を
開設�
●安心して適切な医療が受けられる
よう医療連携による「早期医療対
応ネットワーク」を整備�
●市域の22大学などと連携し、八王子
学園都市大学「いちょう塾」を開学�

●市民の安全を確保するため、パト
ロールカーによる巡回を実施すると
ともに「八王子市防犯の日」を制定�
●パーク・アンド・バスライドの施設を整
備し、試行�
●新たな産業の創出を支援する「先
端技術センター」を開設�
●フィルムコミッション事業を大きく展開
したほか、新たに2名の八王子観光
大使を任命�

下水道�
事業債�
1,055億円�
（38.9％）�

教育債�
477億円�
（17.6％）�

土木債�
440億円�
（16.2％）�

衛生債�
243億円�
（8.9％）�

559億9,600万円�
471億8,300万円�

318億8,100万円�
318億6,900万円�

559億9,600万円�
471億8,300万円�

318億8,100万円�
318億6,900万円�

安
心
し
て
、元
気
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
を
め
ざ
し
て
�

811億1,000万円�
790億5,200万円�
811億1,000万円�
790億5,200万円�

土地�

770万6,000㎡�

物品�

43億8,000万円�

建物�

104万1,000㎡�

有価証券など�

50億2,000万円�

地上権�

79万3,000㎡�

基金�

145億4,000万円�

下水道�
事業債�
1,055億円�
（38.9％）�

教育債�
477億円�
（17.6％）�

土木債�
440億円�
（16.2％）�

衛生債�
243億円�
（8.9％）�

平成16年度の主な事業�平成16年度の主な事業�

ペットボトルの回収量も大幅アップ�ペットボトルの回収量も大幅アップ�

▲遊びを通じて親子のきずなも深まって�
　（子ども家庭支援センターで）�

警察官OBによる巡回パトロール�警察官OBによる巡回パトロール�

9 8広報はちおうじ　2005.6.1 広報はちおうじ　2005.6.179



子宮がん検診の�
ハガキの記入例�

❶子宮がん検診希望�

❷住所�

❸氏名（ふりがな）�

❹生年月日�

❺電話番号�

10広報はちおうじ　2005.6.1

け�ん�こ�う�
●
乳
・
幼
児
健
診
�

　
3
〜
4
か
月
・
1
歳
6
か
月
・
3
歳
児

健
診
に
つ
い
て
、該
当
す
る
お
子
さ
ん
の

保
護
者
に
健
診
通
知
を
郵
送
し
ま
し
た
。

通
知
に
指
定
さ
れ
た
会
場
で
健
診
を
お

受
け
く
だ
さ
い
。な
お
、該
当
す
る
方
で

通
知
の
届
か
な
い
場
合
は
、保
健
セ
ン
タ

ー（
☎
25
・
9
1
2
8
）へ
ご
連
絡
を
。�

対
象
＝
▼
3
〜
4
か
月
児
健
診
…
平
成

17
年
2
月
生
ま
れ
の
お
子
さ
ん
　
▼
1

歳
6
か
月
児
健
診
…
平
成
15
年
11
月

生
ま
れ
の
お
子
さ
ん
　
▼
3
歳
児
健
診

…
平
成
14
年
5
月
生
ま
れ
の
お
子
さ
ん

※
3
歳
児
健
診
未
受
診
の
方
は
、4
歳

前
ま
で
受
け
ら
れ
ま
す
。日
程
は
保
健

セ
ン
タ
ー
へ
問
い
合
わ
せ
を
。�

●
子
宮
が
ん
検
診
�

対
象
＝
市
内
在
住
で
昭
和
51
年
4
月
1

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
女
性（
勤
務
先
な
ど

で
受
診
で
き
る
方
を
除
く
）　
内
容
＝

問
診
、視
診
、頚（
け
い
）部
細
胞
診
、内

診
　
※
医
師
が
必
要
と
認
め
た
方
に
は

体
部
細
胞
診
も
。　
期
間
＝
7
月
中（
病
・

医
院
の
休
診
日
を
除
く
）　
受
診
場
所

＝
市
指
定
の
病
・
医
院（
受
診
通
知
に
記

載
）　
定
員
＝
4
千
名（
先
着
順
）　
費

用
＝
無
料
　
申
し
込
み
＝
ハ
ガ
キ（
1
人

1
枚
）に
右
の
記
入
例
の
よ
う
に
書
い
て
、

6
月
8
日（
必
着
）ま
で
に
八
王
子
市
地

域
医
療
推
進
課（
〒
192‐
0
0
6
2
大
横

町
11
‐
35
☎
21
・
0
2
0
8
）　
※
受
診

通
知
は
6
月
24
日
こ
ろ
に
郵
送
。次
の
募

集
は
本
紙
7
月
1
日
号
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。�

●
乳
が
ん
自
己
検
診
法
講
習
会
「
自
分

　
で
調
べ
て
自
分
で
見
つ
け
る
」
�

対
象
＝
30
歳
以
上
の
女
性
　
日
時
＝

6
月
21
日
（火）
午
後
1
時
30
分
〜
3
時

会
場
＝
保
健
セ
ン
タ
ー
南
大
沢
分
室
　

定
員
＝
15
名（
先
着
順
）　
費
用
＝
無

料
　
申
し
込
み
＝
電
話
で
保
健
セ
ン
タ

ー（
☎
25
・
9
1
2
8
）�

●
結
核
（
B
C
G
）
予
防
接
種
�

　
今
回
対
象
と
な
る
平
成
17
年
3
月

生
ま
れ
の
お
子
さ
ん
の
保
護
者
に
は
、今

月
上
旬
ま
で
に
予
診
票
と
日
程
表
を
郵

送
し
ま
す
の
で
、会
場
で
接
種
し
て
く
だ

さ
い
。予
診
票
な
ど
が
届
か
な
い
場
合
は
、

保
健
セ
ン
タ
ー（
☎
25
・
9
1
2
8
）へ
ご

連
絡
を
。�

●
歯
の
健
康
相
談
�

対
象
＝
市
内
在
住
で
40
歳
以
上
の
方
　

内
容
＝
歯
ぐ
き
か
ら
の
出
血
、歯
磨
き

の
方
法
な
ど（
健
診
や
治
療
は
行
い
ま

せ
ん
）　
日
時
＝
6
月
6
日
（月）
午
前
9

時
30
分
〜
11
時
30
分
　
会
場
＝
保
健

セ
ン
タ
ー（
平
岡
町
）　
費
用
＝
無
料
　

申
し
込
み
＝
電
話
で
保
健
セ
ン
タ
ー（
☎

25
・
9
1
2
8
）�

●
パ
パ
マ
マ
ク
ラ
ス
�

対
象
＝
初
め
て
出
産
す
る
妊
婦（
予
定

日
が
8
月
15
日
〜
12
月
16
日
）と
そ
の

家
族
　
内
容
＝
呼
吸
法
や
も
く
浴
実
習
、

妊
婦
体
験
な
ど
　
日
時
＝
6
月
26
日

（日）
午
後
1
〜
4
時
　
会
場
＝
保
健
セ
ン

タ
ー（
平
岡
町
）　
定
員
＝
36
名（
抽
選
）

費
用
＝
無
料
　
申
し
込
み
＝
往
復
ハ
ガ

キ（
1
家
族
1
枚
）に「
パ
パ
マ
マ
」と
住
�

所
・
参
加
者
全
員
の
氏
名
・
妊
婦
と
の
続
�

柄
・
出
産
予
定
日
・
電
話
番
号
、返
信
面
の
�

あ
て
名
を
書
い
て
、6
月
10
日（
必
着
）ま
�

で
に
八
王
子
市
保
健
セ
ン
タ
ー（
〒
192
‐

0
0
6
1
平
岡
町
18
‐
3
☎
25
・
9
1
�

2
8
）�

●
講
演
会
「
赤
ち
ゃ
ん
か
ら
の
こ
こ
ろ

　
育
て
」
�

対
象
＝
市
内
在
住
の
方（
現
在
妊
娠
中
、

ま
た
は
就
学
前
の
お
子
さ
ん
を
お
持
ち

の
方
を
優
先
）　
日
時
＝
6
月
21
日
（火）

午
前
10
時
〜
11
時
30
分
　
会
場
＝
ク
リ

エ
イ
ト
ホ
ー
ル
第
2
学
習
室
　
講
師
＝

言
語
聴
覚
士
・
秋
山
真
澄
さ
ん
　
定
員

＝
55
名（
先
着
順
）　
費
用
＝
無
料
　

申
し
込
み
＝
電
話
で
保
健
セ
ン
タ
ー（
☎

25
・
9
1
2
8
）　
※
3
歳
未
満
の
お

子
さ
ん
を
30
名（
先
着
順
）お
預
か
り
し

ま
す
。申
し
込
み
時
に
ご
予
約
を
。�

●
公
開
講
座
「
わ
く
わ
く
子
育
て
広
場
」�

対
象
＝
市
内
在
住
・
在
勤
の
方
　
テ
ー

マ
・
期
日
＝
①
思
春
期
の
心
を
理
解
す

る
…
6
月
10
日
（金）
、②
幼
児
期
の
子
の

発
達
に
応
じ
た
親
の
対
応
…
21
日
（火）
　

時
間
＝
午
前
10
時
〜
正
午
　
会
場
＝

①
ク
リ
エ
イ
ト
ホ
ー
ル
第
2
学
習
室
、②

横
山
南
市
民
セ
ン
タ
ー
　
定
員
＝
各
20

名（
先
着
順
）　
費
用
＝
無
料
　
申
し

込
み
＝
不
要
、直
接
会
場
へ
　
問
い
合

わ
せ
＝
中
央
公
民
館（
☎
48・
2
2
3
2
）�

●
講
座
「
お
い
し
く
・
楽
し
く
・
幼
児
食
」
�

　
栄
養
士
の
話
や
ゲ
ー
ム
を
通
し
て
、お

子
さ
ん
の
食
事
や
お
や
つ
に
つ
い
て
一
緒

に
考
え
ま
す
。�

対
象
＝
市
内
在
住
で
平
成
14
年
12
月

〜
15
年
9
月
生
ま
れ
の
お
子
さ
ん（
第

1
子
）と
そ
の
保
護
者
　
日
時
＝
6
月

30
日
（木）
午
前
10
時
〜
11
時
30
分
　
会

場
＝
保
健
セ
ン
タ
ー（
平
岡
町
）　
定
員

＝
18
組（
先
着
順
）　
費
用
＝
無
料
　

持
ち
物
＝
麦
茶
・コ
ッ
プ
・い
つ
も
食
べ
て

い
る
お
や
つ（
1
回
分
）　
申
し
込
み
＝

電
話
で
保
健
セ
ン
タ
ー（
☎
25・9
1
2
8
）

※
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
お
子
さ
ん
の
相
手

を
し
ま
す
。�

●
子
育
て
学
習
会
「
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー

　
ジ
」
�

対
象
＝
市
内
在
住
で
2
〜
4
か
月
の
お

子
さ
ん
と
そ
の
保
護
者（
2
人
1
組
）　

日
時
＝
①
6
月
23
日
、7
月
28
日
の
午

後
1
時
30
分
〜
2
時
30
分（
連
続
2
回
）、

②
6
月
28
日
（火）
午
前
10
時
〜
正
午
　

会
場
＝
①
地
域
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン

タ
ー
み
な
み
野
、②
ク
リ
エ
イ
ト
ホ
ー
ル

和
室
　
講
師
＝
助
産
師
・
①
大
野
倫
子

さ
ん
、②
栗
田
さ
つ
き
さ
ん
　
定
員
＝

①
10
組
、②
5
組（
と
も
に
抽
選
）　
費

用
＝
無
料
　
申
し
込
み
＝
往
復
ハ
ガ
キ

に「
ベ
ビ
ー
」と
住
所
・
氏
名
・
お
子
さ
ん

の
名
前
と
生
年
月
日
・
電
話
番
号
、返

信
面
の
あ
て
名
を
書
い
て
、6
月
8
日（
必

着
）ま
で
に
①
は
八
王
子
市
地
域
子
ど

も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
み
な
み
野（
〒
192‐

0
9
1
6
み
な
み
野
6
‐
1
‐
1
☎
35
・

4
1
5
2
）、②
は
八
王
子
市
子
ど
も

家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー（
〒
192
‐
0
0
8
2

八
王
子
市
東
町
5‐6
☎
56・
8
2
2
5
）�

●
機
能
訓
練
「
中
高
年
の
た
め
の
リ
ハ

　
ビ
リ
」
�

対
象
＝
市
内
在
住
で
40
歳
以
上
の
、病

気
や
け
が
な
ど
に
よ
り
歩
行
や
毎
日
の

動
作
に
支
障
を
感
じ
て
い
る
方（
要
支
援
・

要
介
護
の
方
を
除
く
）　
内
容
＝
リ
ハ
ビ

リ
体
操
や
関
節
可
動
訓
練
な
ど
　
日
時

＝
毎
週
火
・
木
曜
日
の
午
後
1
時
15
分

〜
3
時
30
分
　
会
場
＝
南
大
沢
保
健

福
祉
セ
ン
タ
ー
　
費
用
＝
無
料
　
申
し

込
み
＝
電
話
で
南
大
沢
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー（
☎
79
・
2
2
0
5
）　
※
車
イ
ス

を
利
用
し
て
い
る
方
や
、歩
行
困
難
な

方
は
リ
フ
ト
バ
ス
が
利
用
で
き
ま
す
の
で

ご
相
談
く
だ
さ
い
。�

●
は
れ
や
か
訓
練
�

対
象
＝
市
内
在
住
で
50
歳
以
上
の
、強

い
咳
や
く
し
ゃ
み
な
ど
で
尿
も
れ
の
体

験
の
あ
る
女
性（
要
支
援
・
要
介
護
の
方

を
除
く
）　
内
容
＝
講
話
と
骨
盤
底
筋

の
筋
力
強
化
訓
練
　
日
時
＝
7
月
13

日
〜
9
月
21
日
の
水
曜
日
の
午
後
1
時

15
分
〜
3
時
30
分（
全
10
回
）　
会
場

＝
南
大
沢
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
　
定
員

＝
15
名（
選
考
）　
費
用
＝
無
料
　
申

し
込
み
＝
6
月
8
日
ま
で
に
、電
話
で

南
大
沢
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー（
☎
79
・
2
�

2
0
5
）　
※
申
し
込
み
時
に
簡
単
な

問
診
を
行
い
ま
す
。�
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に「
ド
ー
ル
」と
住
所
・
氏
名（
ふ
り
が
な
）・

年
齢
・
電
話
番
号
、返
信
面
の
あ
て
名
を

書
い
て
、6
月
15
日（
必
着
）ま
で
に
八
王

子
市
南
大
沢
公
民
館（
〒
192‐
0
3
6
4

南
大
沢
2
‐
27
☎
79
・
2
2
0
8
�

■
ゆ
う
ゆ
う
シ
ニ
ア
セ
ミ
ナ
ー
「
ボ
ラ

　
ン
テ
ィ
ア
入
門
〜
幼
児
と
遊
ぼ
う
」
�

対
象
＝
お
お
む
ね
55
歳
以
上
で
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
に
意
欲
が
あ
る
方
　
内
容

＝
保
育
の
講
義
・
実
習
、学
習
の
ま
と
め

な
ど
　
日
時
＝
6
月
27
日
、7
月
4
・

11
・
25
日
の
午
後
2
〜
4
時（
連
続
4
回
）

会
場
＝
ク
リ
エ
イ
ト
ホ
ー
ル
第
6
学
習

室
な
ど
　
定
員
＝
12
名（
抽
選
）　
費

用
＝
無
料
　
申
し
込
み
＝
往
復
ハ
ガ
キ

に「
シ
ニ
ア
」と
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電

話
番
号
、返
信
面
の
あ
て
名
を
書
い
て
、

6
月
13
日（
必
着
）ま
で
に
八
王
子
市
中

央
公
民
館（
〒
192
‐
0
0
8
2
東
町
5
‐

6
☎
48
・
2
2
3
2
）�

■
幼
児
教
育
セ
ミ
ナ
ー
「
み
ん
な
で
あ

　
そ
ぼ
う
」
�

対
象
＝
1
歳
〜
就
学
前
の
お
子
さ
ん
と

そ
の
保
護
者（
2
人
1
組
）　
内
容
＝
リ

ト
ミ
ッ
ク・
手
遊
び
な
ど
　
日
時
＝
6
月

22
日
（水）
午
前
10
時
30
分
〜
正
午
　
会

場
＝
ク
リ
エ
イ
ト
ホ
ー
ル
第
2
学
習
室

講
師
＝
新
日
本
婦
人
の
会
・
佐
久
間
千

絵
さ
ん
　
定
員
＝
15
組（
抽
選
）　
費

用
＝
無
料
　
申
し
込
み
＝
往
復
ハ
ガ
キ

に「
み
ん
な
」と
住
所
・
氏
名
・
お
子
さ
ん

の
名
前
と
生
年
月
日
・
電
話
番
号
、返

信
面
の
あ
て
名
を
書
い
て
、6
月
8
日（
必

着
）ま
で
に
八
王
子
市
子
ど
も
家
庭
支

援
セ
ン
タ
ー（
〒
192
‐
0
0
8
2
東
町
5
‐

6
☎
56
・
8
2
2
5
）�

生
年
月
日
・
電
話
番
号
、返
信
面
の
あ
て

名
を
書
い
て
、6
月
8
日（
必
着
）ま
で

に
八
王
子
市
南
大
沢
保
健
福
祉
セ
ン
タ

ー（
〒
192
‐
0
3
6
4
南
大
沢
2
‐
27
☎

79
・
2
2
0
5
）�

■
郷
土
史
講
演
会
�

テ
ー
マ
・
期
日
＝
①
滝
山
城
と
大
石
氏

…
6
月
11
日
（土）
、②
八
王
子
城
と
北
条

氏
照
…
18
日
（土）
　
講
師
＝
①
地
方
史

研
究
家
・
佐
々
木
蔵
之
助
さ
ん
、②
八

王
子
城
研
究
家
・
前
川
実
さ
ん
　
時
間

＝
午
後
7
〜
9
時
　
会
場
＝
川
口
公

民
館
　
定
員
＝
各
70
名（
先
着
順
）　

費
用
＝
無
料
　
申
し
込
み
＝
不
要
、直

接
会
場
へ
　
問
い
合
わ
せ
＝
川
口
公
民

館（
☎
54
・
8
4
5
0
）、ま
た
は
川
口

郷
土
史
研
究
会・高
澤（
☎
54・3
7
1
7
）�

■
学
園
都
市
大
学
公
開
講
座
�

内
容
＝
無
重
力
の
世
界
〜
宇
宙
の
新
し

い
利
用
へ
向
け
て
　
日
時
＝
6
月
4
日

（土）
午
後
3
時
20
分
〜
4
時
50
分
　
会

場
＝
学
園
都
市
セ
ン
タ
ー（
八
王
子
ス
ク

エ
ア
ビ
ル
内
）　
講
師
＝
首
都
大
学
東
京

教
授
・
日
比
谷
孟
俊
さ
ん
　
定
員
＝

2
1
6
名（
先
着
順
）　
費
用
＝
無
料

申
し
込
み
＝
不
要
、直
接
会
場
へ
　
問

い
合
わ
せ
＝
学
園
都
市
大
学
事
務
局（
☎

46
・
5
6
2
1
）�

■
成
人
講
座
「
季
節
の
装
い
の
和
風
ド

　
ー
ル
ハ
ウ
ス
を
つ
く
ろ
う
」
�

対
象
＝
18
歳
以
上
の
方
　
日
時
＝
7
月

3
日
（日）
午
前
9
時
30
分
〜
正
午
　
会
場

＝
南
大
沢
公
民
館
　
講
師
＝
ド
ー
ル
ハ
ウ

ス
作
家
・
野
村
明
子
さ
ん
　
定
員
＝
20

名（
抽
選
）　
費
用
＝
2
千
2
0
0
円

申
し
込
み
＝
往
復
ハ
ガ
キ（
1
人
1
枚
）�

王
子
市
南
大
沢
公
民
館（
〒
192‐
0
3
6
�

4
南
大
沢
2
‐
27
☎
79
・
2
2
0
8
）�

■
パ
ソ
コ
ン
講
習
会（
精
神
障
害
者
向
け
）�

対
象
＝
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方（
介

助
者
の
同
席
可
）　
内
容
＝
パ
ソ
コ
ン
の

電
源
の
入
れ
方
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利

用
方
法
、文
字
入
力
な
ど
　
日
時
＝
7

月
16
日
〜
8
月
6
日
の
毎
週
土
曜
日

の
午
前
10
時
〜
正
午
　
会
場
＝
心
身

障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
　
定
員
＝
5
名

（
抽
選
）　
費
用
＝
6
0
0
円
　
申
し

込
み
＝
往
復
ハ
ガ
キ
に「
パ
ソ
コ
ン
」
と

住
所
・
氏
名（
ふ
り
が
な
）・
年
齢
・
障
害

名（
等
級
）・
電
話
番
号
、返
信
面
の
あ

て
名
を
書
い
て
、6
月
15
日（
必
着
）ま

で
に
八
王
子
市
心
身
障
害
者
福
祉
セ
ン

タ
ー（
〒
193
‐
0
9
3
1
台
町
2
‐
7
‐
22

☎
24
・
5
8
5
0
）　
※
サ
ポ
ー
タ
ー
が

1
人
ず
つ
付
き
ま
す
。�

■
高
齢
者
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
教
室
�

対
象
＝
市
内
在
住
で
60
歳
以
上
の
初
心

者（
I
T
講
習
受
講
者
を
除
く
）　
日

時
＝
▼
6
月
20
〜
24
日
の
①
午
前
9
時

30
分
〜
11
時
30
分
、②
午
後
0
時
30
分

〜
2
時
30
分
、③
午
後
3
〜
5
時
　▼
6

月
27
日
〜
7
月
1
日
の
④
午
前
9
時

30
分
〜
11
時
30
分
、⑤
午
後
0
時
30
分

〜
2
時
30
分
、⑥
午
後
3
〜
5
時
　▼
7

月
4
〜
8
日
の
⑦
午
前
9
時
30
分
〜
11

時
30
分
、⑧
午
後
0
時
30
分
〜
2
時
30

分
、⑨
午
後
3
〜
5
時（
い
ず
れ
も
連

続
5
回
）　
会
場
＝
南
大
沢
保
健
福
祉

セ
ン
タ
ー
　
定
員
＝
各
5
名（
抽
選
）　

費
用
＝
3
千
円
　
申
し
込
み
＝
往
復
ハ

ガ
キ（
1
人
1
枚
）に「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
」

と
希
望
番
号
、住
所
・
氏
名（
ふ
り
が
な
）・
�

費
用
＝
千
円
　
申
し
込
み
＝
封
書
に「
フ

リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
」と
住
所
・
氏
名
・
電
話

番
号
を
書
い
た
文
書
と
、あ
て
名
を
書

き
80
円
切
手
を
は
っ
た
返
信
用
封
筒

を
同
封
し
て
、6
月
7
日（
必
着
）ま
で

に
八
王
子
市
あ
っ
た
か
ホ
ー
ル（
〒
192
‐

0
9
0
6
北
野
町
5
9
6
‐
3
☎
56
・

4
1
2
6
）　
※
出
品
物
は
1
点
2

千
円
以
下
の
家
庭
の
不
用
品
に
限
り

ま
す
。�

�

講
座
・
教
室
�

�■
ア
ク
テ
ィ
ブ
市
民
塾
「
野
鳥
の
観
測

　
か
ら
環
境
の
変
化
を
考
え
る
」
�

対
象
＝
市
民
活
動
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
に
関
心
を
お
持
ち
の
方
　
日
時
＝
6

月
18
日
（土）
午
後
6
時
30
分
〜
8
時
30

分
　
会
場
＝
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

講
師
＝
八
王
子
・
日
野
カ
ワ
セ
ミ
会
代
表
・

粕
谷
和
夫
さ
ん
　
定
員
＝
20
名（
先
着

順
）　
費
用
＝
無
料
　
申
し
込
み
＝
電

話
で
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー（
☎
46
・

1
5
7
7
）�

■
成
人
講
座
「
パ
ソ
コ
ン
を
基
礎
か
ら

　
始
め
よ
う
」
�

対
象
＝
20
歳
以
上
の
初
心
者
　
内
容

＝
マ
ウ
ス
の
操
作
と
文
字
入
力
　
日
時

＝
7
月
5
日
〜
8
月
16
日
の
毎
週
火
曜

日
の
午
前
9
時
30
分
〜
11
時
30
分
　

会
場
＝
南
大
沢
公
民
館
　
定
員
＝
10

名（
抽
選
）　
費
用
＝
2
千
円
　
申
し

込
み
＝
往
復
ハ
ガ
キ（
1
人
1
枚
）に「
パ

ソ
コ
ン
基
礎
」と
住
所
・
氏
名（
ふ
り
が
な
）、

年
齢
、電
話
番
号
、返
信
面
の
あ
て
名
を

書
い
て
、6
月
15
日（
必
着
）ま
で
に
八
�

��������

�

募
集
�

�■
市
職
員
�

職
種
＝
①
一
般
事
務
Ⅰ
種（
大
卒
程
度
）、

②
一
般
事
務
Ⅱ
種（
短
大
卒
程
度
）、③
一

般
技
術
Ⅰ
種（
大
卒
程
度
）　
資
格
＝

①
③
昭
和
50
年
4
月
2
日
〜
昭
和
59

年
4
月
1
日
に
生
ま
れ
た
方
、59
年
4

月
2
日
以
降
生
ま
れ
で
大
卒
の
方（
来

年
3
月
卒
業
見
込
み
を
含
む
）、②
昭

和
57
年
4
月
2
日
〜
昭
和
61
年
4
月

1
日
に
生
ま
れ
た
方
　
募
集
人
員
＝

若
干
名
　
試
験
日
＝
6
月
26
日
（日）
　

申
し
込
み
＝
6
月
1
日
か
ら
市
役
所

4
階
職
員
課
、各
事
務
所
と
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
配
布
す
る
申
込
書
に
必
要

事
項
を
記
入
し
て
、6
月
14
・
15
日
の
午

前
9
時
〜
午
後
5
時
に
直
接
、市
役
所

9
階
9
0
4
会
議
室
　
問
い
合
わ
せ

＝
職
員
課（
☎
20
・
7
2
0
3
）　
※
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
申
し
込
み
で
き
ま
す
。�

■
屋
内
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
出
店
者
�

対
象
＝
市
内
在
住
の
個
人
ま
た
は
グ
ル

ー
プ（
販
売
を
職
業
と
し
て
い
る
方
を

除
く
）　
日
時
＝
6
月
26
日
（日）
午
前

10
時
〜
午
後
2
時
　
会
場
＝
あ
っ
た
か

ホ
ー
ル
　
募
集
区
画
＝
40
区
画（
抽
選
）�

日
時
　
6
月
10
日
（金）
午
後
3
〜
4
時
�

会
場
　
市
民
会
館
�

　ド
ラ
イ
バ
ー
教
室
�



▼ 休日の 内科・外科・小児科�

12日（午前9時～午後5時）� 5日（午前9時～午後5時）�

救急診療�

新
町
新
町�

市
守
神
社�

北大通り（20号バイパス）�

八王子駅�

横山町�
甲州街道�

◯�交�
追
分
町�

新
町�

←�

←
�

桑
並
木
通
り�

市
守
神
社�
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医療・健康心配ごと電話相談�
●毎日の午後8時～10時30分�
　夜間救急診療所　☎22‐9910�
●偶数日（全夜間と休日）�
　八王子医療センター　　☎65‐5611�
●奇数日（全夜間と休日）�
　東海大学八王子病院　☎39‐1111

休日歯科応急診療�
●午前9時～午後4時�
　保健センター2F　平岡町18‐3　☎25‐9128

休日産婦人科当番医�
●午前9時～午後5時�
　米山産婦人科病院�
　新町2‐12�
　☎42‐5225

小児休日・全夜間救急医療�
●偶数日…八王子医療センター　☎65‐5611�

館町1163�
●奇数日…東海大学八王子病院　☎39‐1111�

石川町1838

救急病院の案内（一日中）�
●救急テレフォンサービス　☎042‐521‐2323�
●八王子消防署　☎25‐0119�
●東京都保健医療情報センター　☎03‐5272‐0303

夜間救急診療�
●内科・小児科　毎日の午後8～11時�
　夜間救急診療所（保健センター1F）　☎25‐9910�
　平岡町18‐3

市からのお知らせ�情報ファイル�

▼休日眼科当番医�

5日（午前9時～午後5時）�

��������������������子
子
ど
も
劇
場（
☎
45
・
1
7
3
9
）�

■
長
池
ネ
イ
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
の
催
し
�

　
時
間
な
ど
詳
し
く
は
、長
池
ネ
イ
チ

ャ
ー
セ
ン
タ
ー（
☎
78
・
4
6
1
6
）ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。�

期
日
・
内
容
＝
6
月
1
・
15
日
…
色
鉛

筆
画
、2
・
16
日
…
朗
読
の
会
、4
・
11
・

25
日
…
植
物
勉
強
会
、4
・
18
日
…
切

り
絵
、5
日
…
書
道
、11
・
26
日
…
絵
手

紙
、12
日
…
工
作
、25
日
…
こ
ど
も
科

学
実
験
　
費
用
＝
各
1
0
0
円
�

■
市
民
映
画
館
�

作
品
＝「
看
護
婦
の
オ
ヤ
ジ
が
ん
ば
る
」�

主
演
＝
前
田
吟
　
日
時
＝
6
月
18
日

（土）
午
前
10
時
〜
正
午
、午
後
2
〜
4
時
�

会
場
＝
ク
リ
エ
イ
ト
ホ
ー
ル
視
聴
覚
室
�

3
1
台
町
2
‐
7
‐
22
☎
24
・
5
8
5
0
）�

■
と
う
細
工
手
芸
の
教
室
�

対
象
＝
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方（
障

害
の
あ
る
方
を
優
先
）　
内
容
＝
と
う

の
カ
ゴ
を
製
作
　
日
時
＝
6
月
25
日
〜

7
月
16
日
の
毎
週
土
曜
日
の
午
前
10
時

〜
正
午
　
会
場
＝
心
身
障
害
者
福
祉

セ
ン
タ
ー
　
定
員
＝
15
名（
抽
選
）　
費

用
＝
千
5
0
0
円
　
申
し
込
み
＝
往

復
ハ
ガ
キ
に「
と
う
細
工
」と
住
所
・
氏

名（
ふ
り
が
な
）・
障
害
名（
等
級
）・
電
話

番
号
、返
信
面
に
あ
て
名
を
書
い
て
、6

月
11
日（
必
着
）ま
で
に
八
王
子
市
心
身

障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー（
〒
193
‐
0
9
3
�

1
台
町
2
‐
7
‐
22
☎
24
・
5
8
5
0
）�

�

催
し
�

�■
長
房
児
童
館
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
�

対
象
＝
15
歳
以
上
の
方
　
日
時
＝
6
月

4
日
（土）
午
後
2
〜
4
時
　
会
場
＝
長

房
児
童
館（
☎
63
・
6
4
8
5
）　
持
ち

物
＝
動
き
や
す
い
服
装
、上
履
き
　
申

し
込
み
＝
不
要
、直
接
会
場
へ
�

■
ぽ
っ
か
ぽ
か
倶
楽
部
�

対
象
＝
未
就
学
の
お
子
さ
ん
と
そ
の
保

護
者
　
内
容
＝
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
ご
っ
こ
と

参
加
者
同
士
の
交
流
　
日
時
＝
6
月

9
日
（木）
午
前
10
時
〜
午
後
1
時
　
会

場
＝
ク
リ
エ
イ
ト
ホ
ー
ル
第
2
学
習
室
　

定
員
＝
30
組（
先
着
順
）　
費
用
＝
1

組
2
0
0
円（
お
子
さ
ん
1
人
増
え
る

ご
と
に
1
0
0
円
）　
持
ち
物
＝
弁
当

（
希
望
者
の
み
）　
申
し
込
み
＝
不
要
、

直
接
会
場
へ
　
問
い
合
わ
せ
＝
中
央
公

民
館（
☎
48
・
2
2
3
2
）、ま
た
は
八
王
�

�

講
座
・
教
室
�

�■
消
費
生
活
講
座
「
生
活
に
役
立
つ
酢

　
の
活
用
法
」
�

対
象
＝
市
内
在
住
・
在
勤
の
方
　
日
時

＝
6
月
10
日
（金）
午
後
1
時
30
分
〜
3

時
30
分
　
会
場
＝
消
費
者
セ
ン
タ
ー
　

講
師
＝
食
品
メ
ー
カ
ー
広
報
室
・
百
瀬

友
美
さ
ん
　
定
員
＝
40
名（
先
着
順
）

費
用
＝
無
料
　
申
し
込
み
＝
電
話
で

消
費
者
セ
ン
タ
ー（
☎
25
・
2
1
5
5
）�

■
市
民
自
由
講
座
�

内
容
＝
21
世
紀
は
江
戸
時
代
〜
知
恵

と
経
験
に
学
ぶ
循
環
型
社
会
　
日
時
＝

7
月
7
日
（木）
午
後
2
〜
4
時
　
会
場

＝
ク
リ
エ
イ
ト
ホ
ー
ル
視
聴
覚
室
　
講

師
＝
地
域
史
研
究
家
・
奥
村
春
夫
さ
ん

定
員
＝
72
名（
抽
選
）　
費
用
＝
無
料

申
し
込
み
＝
往
復
ハ
ガ
キ
に「
江
戸
」と

住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
、返
信
面
の
あ

て
名
を
書
い
て
、6
月
10
日（
必
着
）ま

で
に
八
王
子
市
中
央
公
民
館（
〒
192
‐

0
0
8
2
東
町
5‐6
☎
48・
2
2
3
2
）�

■
絵
画
教
室
�

対
象
＝
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
で
精
神

障
害
の
あ
る
方
　
日
時
＝
7
月
11
日
〜

3
月
27
日
の
毎
月
第
2
・
4
月
曜
日
の

午
後
1
時
30
分
〜
3
時
30
分
　
会
場

＝
心
身
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
　
定
員

＝
15
名（
抽
選
）　
費
用
＝
無
料
　
申

し
込
み
＝
往
復
ハ
ガ
キ
に「
絵
画
」と
住

所
・
氏
名（
ふ
り
が
な
）・
障
害
名（
等
級
）・

電
話
番
号
、返
信
面
の
あ
て
名
を
書
い
て
、

6
月
15
日（
必
着
）ま
で
に
八
王
子
市
心

身
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー（
〒
193
‐
0
9

高月整形外科�
高月町360
☎92‐1115
あ
き
る
野
市�

丹
木
町
三
丁
目�

秋川�

高月集会所前�

高月浄水所�

滝山街道�

浄
水
場
前�

↑ �

外�

◯�公�

沼沢医院�
子安町4‐20‐9
☎22‐2369

南大通り�

税務署入口税務署入口�税務署入口�

子安�

子安公園前�

子
安
町
三
丁
目�

国
道
16
号
�

八
王
子
駅
南

王
子
駅
南
口
�

八
王
子
駅
南
口
�

と
ち
の
木
通
り
�

内�

小田野�

←�

←� 上野原�
野球場�

美
山
町�

陣
馬
高
原
�

元
木
橋�

北浅川�

陣馬街道�

宮本内児科�
下恩方町839
☎51‐3891

内�

児�

◯�文�山野美容�
　芸術短大�

◯�文�東京工科大�

国
道
16
号
�

16
号
バ
イ
パ
ス
�

自
然
公
園
前
�

御
殿
峠
�

御殿山クリニック�
鑓水428‐160
☎77‐1500

内�

児�

外� 朝比医院�
長房町519‐52‐101
☎64‐4008

横山橋�

追分町→�甲州街道�

横
山
橋�

南浅川�

長房団地�

銀行�

内�

児�

岡島医院�
下柚木671
☎76‐8026

JA由木支店� 由木中央小�

由木事務所�

下柚木下柚木�下柚木�

由木折返場由木折返場�由木折返場�

野猿街道�
由
木
局�

　
〒�

◯�火�

◯�文�

内�

児�

・川口やまゆり館�

松枝小�

浅川�

唐松�
秋川街道�

高
尾
街
道
�

下
川
口
�

公
園
� ←

高
尾
�

◯�文�

青陽園診療所�
川口町1543
☎54‐5332

内�

D原町�

南大沢フレスコ眼科�
南大沢2‐27フレスコ南大沢4F

☎70‐0170

南大沢駅前南大沢駅前郵便局郵便局�南大沢駅前郵便局�
〒�

南
大
沢
駅�

入
口
東�

南大沢文化会館�

南
大
沢
駅�

入
口
西�

内裏橋�

多摩多摩ニュータ
ウン通り�

多摩ニュータ
ウン通り�

橋本←� 南大沢�

内�長澤クリニック�
東町8‐2豊泉2号ビル2F
☎45‐7781

↑�

甲州街道�

八王子�

八
王
子
王
子�

ス
ク
エ
ア
ビ
ル�

八
王
子�

ス
ク
エ
ア
ビ
ル�

桑
並
木
通
り�

西放射線
西放射線ユーロード�

西放射線ユーロード�

←西八王子�
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南
大
沢
分
室
　
申
し
込
み
＝
電
話
で

障
害
者
福
祉
課（
☎
20
・
7
3
6
6
）�

■
不
動
産
相
談
�

　
毎
月
第
1
・
3
木
曜
日
に
加
え
て
、今

月
か
ら
第
4
木
曜
日
も
実
施
し
ま
す
。

詳
し
く
は
、14
ペ
ー
ジ
の
相
談
カ
レ
ン
ダ
ー

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。問
い
合
わ
せ
は
、暮
ら

し
の
安
全
安
心
課（
☎
20・
7
2
2
7
）へ
。�

■
戦
没
者
等
の
遺
族
の
方
へ
�

　
戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
の
遺
族
で
4

月
1
日
に
遺
族
年
金
な
ど
を
受
け
る

方
が
い
な
い
場
合
に「
第
8
回
特
別
弔

慰
金（
40
万
円
の
記
名
国
債
）」が
支
給

さ
れ
ま
す
。請
求
期
限
は
平
成
20
年
3

月
31
日
ま
で
。市
役
所
2
階
健
康
福
祉

総
務
課（
☎
20
・
7
2
4
2
）で
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。�

■
原
爆
で
被
爆
さ
れ
た
方
に
見
舞
金
�

対
象
＝
市
内
在
住
で
被
爆
者
健
康
手
帳

を
お
持
ち
の
方
　
見
舞
金
額
＝
1
万
円

支
給
方
法
＝
8
月
1
日
に
指
定
口
座
へ

振
り
込
み
　
申
し
込
み
＝
被
爆
者
健
康

手
帳
、振
込
先
の
金
融
機
関（
郵
便
局
を

除
く
）の
通
帳
と
印
鑑
を
持
っ
て
6
月
30

日
ま
で
に
直
接
、市
役
所
9
階
社
会
福

祉
協
議
会（
☎
20
・
7
3
3
8
）　
※
昨

年
受
け
た
方
は
、申
し
込
み
は
不
要
で
す
。�

…
7
日
　
▼
滝
ガ
原（
ク
レ
ー
）…
7
日

サ
ッ
カ
ー
場
＝
▼
滝
ガ
原
…
21
・
27
日
、

6
・
7
日
の
午
前
8
時
45
分
〜
12
時
45

分
　
▼
椚
田
少
年
…
7
・
21
日
�

■
甲
の
原
体
育
館
の
室
内
プ
ー
ル
の

　
利
用
中
止
�

　
甲
の
原
体
育
館（
☎
27
・
3
3
0
0
）

室
内
プ
ー
ル
は
水
の
入
れ
替
え
の
た
め
、

6
月
13
〜
17
日
は
、利
用
で
き
ま
せ
ん
。�

�

そ
の
他
�

�■
心
身
障
害
教
育
就
学
相
談
�

対
象
＝
市
内
在
住
で
、学
校
で
の
特
別

な
支
援
が
必
要
と
思
わ
れ
る
お
子
さ
ん

の
保
護
者
と
、市
内
幼
稚
園
・
保
育
園
・

小
・
中
学
校
関
係
者
　
日
時
＝
6
月
28

日
（火）
午
前
10
時
〜
正
午
　
会
場
＝
教

育
セ
ン
タ
ー
　
申
し
込
み
＝
不
要
、直
接

会
場
へ
　
問
い
合
わ
せ
＝
指
導
室（
☎

20
・
7
4
0
5
）�

■
精
神
保
健
福
祉
相
談
�

対
象
＝
市
内
在
住
で
精
神
障
害
の
あ
る

方
と
そ
の
家
族
　
内
容
＝
生
活
・
医
療
・

福
祉
に
関
す
る
相
談
　
日
時
＝
7
月

5
日
、8
月
11
日
、9
月
8
日
の
午
前

10
時
〜
正
午
　
会
場
＝
保
健
セ
ン
タ
ー
�

不
要
、直
接
会
場
へ
�

�

ス
ポ
ー
ツ
�

�■
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
教
室
�

対
象
＝
小
学
生
以
上
の
方
　
日
時
＝
7

月
16
日
（土）
午
前
10
時
〜
12
時
30
分（
雨

天
の
場
合
は
23
日
）　
会
場
＝
上
柚
木

公
園
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
場
　
講
師
＝
早
稲

田
大
学
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
総
監
督
・
吉
村

正
さ
ん
　
定
員
＝
2
0
0
名（
抽
選
）

費
用
＝
千
5
0
0
円（
高
校
生
以
下
は

5
0
0
円
）　
申
し
込
み
＝
往
復
ハ
ガ

キ
に「
ソ
フ
ト
」と
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電

話
番
号
、返
信
面
の
あ
て
名
を
書
い
て
、

7
月
1
日（
必
着
）ま
で
に
八
王
子
市
上

柚
木
公
園
陸
上
競
技
場（
〒
192‐
0
3
7
�

3
上
柚
木
2
‐
40‐
1
☎
75
・
0
2
2
7
）�

■
8
月
の
運
動
施
設
の
一
般
利
用
中
止
�

野
球
場
＝
▼
市
民
球
場
…
1
・
20
・
27
〜

29
・
31
日
、6
・
7
・
10
〜
12
・
16
〜
19
・
21
・

22
・
30
日
の
昼
間
、24
日
夜
間
　
▼
北
野

…
1
〜
4
・
24
・
25
日
の
昼
間
　
▼
滝
ガ

原
…
7
・
13
・
21
・
28
日
　
▼
西
寺
方
…

21
日
　
▼
高
倉
…
7
・
21
日
の
午
前
8

時
45
分
〜
午
後
4
時
45
分
　
▼
川
町
少

年
…
20
・
21
・
27
・
28
日
　
▼
椚
田
少
年

…
7
・
21
・
27
日
　
▼
上
柚
木
…
1
〜
5
・

8
・
13
・
15
〜
24
・
28
・
31
日
　
▼
大
塚
…

1
・
2
日
、3
日
午
前
8
時
〜
午
後
4
時
、

7
・
21
日
の
午
前
8
時
〜
正
午
、22
日
の

午
前
8
時
〜
午
後
2
時
　
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
場
＝
▼
滝
ガ
原
…
7
・
21
・
28
日
▼
上

柚
木
…
3
・
18
日
、7
日
の
午
前
8
時
45

分
〜
12
時
45
分
　
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
＝
▼

富
士
森
・・・
1
日
　
▼
滝
ガ
原（
ハ
ー
ド
）�

館
　
入
場
料
＝
3
千
円（
2
公
演
セ
ッ

ト
券
5
千
円
。全
席
指
定
）�

④
真
夏
の
夜
の
美
味
し
い（
お
い
し
い
）Jazz

�

食
事
と
ジ
ャ
ズ
を
楽
し
め
ま
す
。�

開
演
時
間
＝
8
月
26
日
（金）
午
後
7

時
　
会
場
＝
南
大
沢
文
化
会
館
　

入
場
料
＝
4
千
8
0
0
円（
食
事
付
。

全
席
自
由
）�

チ
ケ
ッ
ト
発
売
＝
①
6
月
3
日
、②
4

日
、③
11
日
、④
12
日
の
午
前
10
時
か
ら
、

い
ち
ょ
う
ホ
ー
ル
、市
民
会
館
、南
大
沢

文
化
会
館
、学
園
都
市
セ
ン
タ
ー
で
　

電
話
予
約
＝
発
売
日
の
午
後
1
時
か
ら
、

い
ち
ょ
う
ホ
ー
ル（
☎
21
・
3
0
0
5
）で
。�

■
ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
�

日
時
＝
6
月
11
日
（土）
午
後
0
時
15
分

〜
0
時
45
分
　
出
演
者
＝
林
竜
也（
ギ

タ
ー
）　
会
場
＝
い
ち
ょ
う
ホ
ー
ル（
☎
21
・

3
0
0
1
）　
入
場
料
＝
無
料
　
申
し

込
み
＝
不
要
、直
接
会
場
へ
�

■
シ
ネ
マ
フ
レ
ス
コ
�

作
品
＝「
オ
キ
ナ
ワ
の
少
年
」
　
監
督
＝

新
城
卓
　
日
時
＝
6
月
11
日
（土）
午
前

10
時
〜
11
時
50
分
、午
後
2
時
〜
3
時

50
分
　
会
場
＝
南
大
沢
公
民
館（
☎
79
・

2
2
0
8
）　
定
員
＝
各
70
名（
先
着
順
）

費
用
＝
無
料
　
申
し
込
み
＝
不
要
、直

接
会
場
へ
�

■koko

シ
ネ
マ
サ
ロ
ン
�

内
容
＝「
12
人
の
怒
れ
る
男
た
ち
」の

上
映
と
弁
護
士
・
露
木
肇
子
さ
ん
の
映

画
に
ま
つ
わ
る
お
話
　
日
時
＝
6
月
5

日
（日）
午
後
2
〜
5
時
　
会
場
＝
国
際

交
流
コ
ー
ナ
ー（
八
王
子
ス
ク
エ
ア
ビ
ル
11

階
☎
42・
7
0
9
1
）　
定
員
＝
40
名（
先

着
順
）　
費
用
＝
無
料
　
申
し
込
み
＝
�

定
員
＝
各
72
名（
先
着
順
）　
費
用
＝

無
料
　
申
し
込
み
＝
不
要
、直
接
会
場

へ
　
問
い
合
わ
せ
＝
中
央
公
民
館（
☎

48
・
2
2
3
2
）�

■
障
害
者
授
産
施
設
の
作
品
展
示
・
即

　
売
会
�

日
時
＝
6
月
3
〜
17
日（
7
・
14
日
を

除
く
）の
午
前
9
時
〜
午
後
9
時（
5
・

12
日
は
午
後
5
時
ま
で
）　
会
場
・
問

い
合
わ
せ
＝
心
身
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ

ー（
☎
24
・
5
8
5
0
）�

■
教
科
書
展
示
会
�

　
平
成
18
年
度
か
ら
市
立
中
学
校
で
使

用
す
る
教
科
書
を
市
が
採
択
す
る
前
に
、

各
教
科
の
教
科
書
の
見
本
を
展
示
し
ま
す
。�

日
時
＝
6
月
7
〜
30
日
の
午
前
8
時

30
分
〜
午
後
5
時
15
分
　
会
場
・
問
い

合
わ
せ
＝
南
多
摩
第
一
教
科
書
セ
ン
タ

ー（
教
育
セ
ン
タ
ー
内
☎
64
・
1
1
3
5
）�

■
市
民
会
館
な
ど
の
催
し
�

①
舟
木
一
夫
赤
い
ツ
メ
エ
リ
コ
ン
サ
ー
ト
�

開
演
日
時
＝
9
月
24
日
（土）
午
後
2

時
30
分
、午
後
6
時
　
会
場
＝
市
民

会
館
　
入
場
料
＝
Ｓ
席
7
千
円
、Ａ

席
6
千
円
、Ｂ
席
5
千
円（
全
席
指
定
）�

②
八
王
子
映
像
祭
〜
戦
後
60
年
平
和

推
進
事
業
�

作
品
＝「
父
と
暮
せ
ば
」
　
開
演
日

時
＝
8
月
10
日
（水）
午
後
7
時
　
会

場
＝
い
ち
ょ
う
ホ
ー
ル
　
入
場
料
＝

千
2
0
0
円（
全
席
自
由
）�

③
世
界
の
音
楽
を
南
大
沢
か
ら
�

開
演
日
時
・
出
演
者
＝
9
月
11
日
（日）

午
後
2
時
…
ソ
ン
コ・マ
ー
ジ
ュ
、11
月

20
日
（日）
午
後
2
時
…
イ
リ
ー
ナ
・メ
ジ

ュ
ー
エ
ワ
　
会
場
＝
南
大
沢
文
化
会
�

　三宅島島民の生活・
帰島支援のための義援
金の受け付けは、4月末
で終了しました。総額は
10,116,945円。皆さんか
らいただいた義援金と物
資は、島民の方の生活
の一助とさせていただい
ています。温かいご支援、
本当にありがとうございま
した。今後も、復興に向
けた支援をお願いします。
問い合わせは健康福祉
総務課（☎20・7240、FAX�
28・2477）へ。�

ありがとうございました�

三宅島への支援�

義援金10,116,945円に�義援金10,116,945円に�
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※印は祝・休日を除く�

相談名� 日　時� 会場・問い合わせ� 相談名� 日　時� 会場・問い合わせ�
保健センター☎25・9128�
栄養の予約は電話で�

どこに相談したらよいか分からない方はこちらへ�
市役所暮らしの安全安心課☎20・7227（※月～金曜日の午前8時30分～午後7時）�

※月～金曜日の�
午前9時～11時30分�健康・栄養・歯�

クリエイトホール8階�
男女共同参画センター�
☎48・2234予約は電話で�
同センターでは、電話での�
一般的な相談もお受けし�
ています（月～土曜日）�

2・9・16・23・30日の�
午後1～4時�

市役所生活福祉課�
☎20・7280予約は電話で�

※月～金曜日の�
午前9時～正午、午後1～5時�

女性のための�
相談�

17日午前9時30分～�
午前11時30分�

女性のための�
保健相談�

※水・土曜日の�
午前9時～正午、�
9・27日の午後5～8時�

女性のための�
カウンセリング�

今月はお休みです。�
女性のための�
弁護士相談�

母子・女性�
福祉�

※月・火・水・金曜日の�
午後1時10分～4時�
�

法　律�

予約は月曜日（祝・休日の場
合は前週の金曜日）の午前9
時30分～、各先着8名�
電話で市役所暮らしの安全
安心課☎20・7227へ�

消費者センター �
☎25・2621

10日午後1～3時�

1日午後1時～3時30分�
15日午後1時～3時30分�
2・16・23日の午後1時～3時30分�

8・22日の午後1時～�
3時30分�

相続・遺言等�
暮らしの手続�

市役所暮らしの安全安心課�
☎20・7227

9日午後1時～3時30分�年金・雇用保険�
労働条件�

23日午後1～4時�外国人生活�

行　政�

税　金�

登　記�

不動産�

消費者� ※月～金曜日の�
午前9時～午後4時�

予約は当日�
午前9時30分～、�
各先着5名�
電話で市役所暮らしの安全�
安心課☎20・7227へ�

2・9・16・23・30日の�
午後1時20分～4時30分�

市役所暮らしの安全安心課�
☎20・7227 予約は当日の�
午前9時30分～電話で�

交通事故�

市役所総務部総務課�
☎20・7201

1日午前10時～午後5時、�
10日午後1～3時�人　権�

※月～金曜日の午前�
8時30分～午後5時�
※月～金曜日の午前�
8時30分～午後5時�

教育センター�
☎64・3665（子ども専用）�

大和田市民センター�
☎45・5995面談の予約は電話で�

地域子ども家庭支援センター�
みなみ野☎35・4152

※火・木・金曜日の�
午前10時～午後3時�

※月～土曜日の�
午前9時～午後5時�

子ども家庭支援センター�
☎56・8225

総合教育相談室�

こども電話相談�

心の相談室�

子ども家庭�

教育センター�
☎64・6949

火～日曜日の�
午前10時～午後5時�

※火～日曜日の�
午前9時～午後4時�

※月～土曜日の�
午前9時～午後4時�

14・28日の午後1時�
30分～3時�

7・21日の午後1時30分�
～3時�

10・24日の午後1時30分�
～3時（60歳以上の方）�

3・10・17・24日の�
午後1～3時�

7・14・21・28日の�
午前10時～正午�

市民活動�
のための相談�

市民活動支援センター�
☎46・1577予約は電話で�

東浅川保健福祉センター�
☎67・1331、FAX67・7829�
予約は電話、またはファックスで�

南大沢保健福祉センター�
☎79・2205、FAX79・2214�
予約は電話、またはファックスで�

18日午後1時30分～�
3時30分�

11日午後6時30分～9時�心身障害者福祉センター�☎24・5850、FAX24・5954

大横福祉センター�
☎25・6501、FAX27・5927�
予約は電話、またはファックスで�

健　康�

総合福祉�

総合保健�

健　康�

健　康�

総合福祉�

総合保健�

聴覚障害者�
のつどい�

南大沢聴覚�
障害者の集い�

午前9時～午後7時（日�
曜日、祝・休日は5時ま�
で。第1火曜日を除く）�

相談名� 日　時� 会場・問い合わせ�
福祉センターの相談�

広報はちおうじ　2005.6.1

市からのお知らせ�情報ファイル�

3
9
7
）、ま
た
は
都
業
務
指
導
課（
☎

0
4
2
・
5
2
7
・
3
3
0
8
）へ
。�

■
6
月
は
浸
水
対
策
強
化
月
間
�

　
都
は
、6
月
を
浸
水
対
策
強
化
月
間

と
定
め
て
い
ま
す
。こ
れ
は
、下
水
道
施

設
の
安
全
性
の
確
保
と
、市
民
の
皆
さ
ん

の
防
災
意
識
の
向
上
を
図
る
取
り
組
み

で
す
。浸
水
ゼ
ロ
を
目
指
し
、市
も
こ
の

取
り
組
み
に
協
力
し
て
い
ま
す
。問
い
合

わ
せ
は
流
域
下
水
道
本
部（
☎
0
4
2
・

5
2
7
・
4
8
2
8
）、ま
た
は
総
務
計

画
課（
☎
20
・
7
2
8
9
）へ
。�

■
明
る
い
選
挙
の
推
進
に
ご
協
力
を
�

　
八
王
子
市
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会

で
は
、講
演
会
や
市
議
会
の
傍
聴
、選
挙

時
の
投
票
立
会
人
な
ど
を
通
し
て
、啓

発
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。�

　
な
お
、推
進
委
員
が
各
ご
家
庭
を
訪

問
し
、こ
の
活
動
に
ご
賛
同
い
た
だ
け
る

「
白
ば
ら
の
友
」
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。問
い
合
わ
せ
は
選
挙
管
理

委
員
会
事
務
局（
☎
20
・
7
3
1
9
）へ
。�

■
郷
土
資
料
館
の
臨
時
休
館
�

　
郷
土
資
料
館（
☎
22
・
8
9
3
9
）は
、

館
内
整
理
日
の
た
め
6
月
16
・
17
日
を

休
館
し
ま
す
。　
�

■
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
図
書
館
の
臨

　
時
休
館
�

　
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
図
書
館（
☎
48
・

2
2
3
3
）は
、図
書
な
ど
の
点
検
の
た

め
6
月
7
日
か
ら
16
日
ま
で
休
館
し
ま

す
。休
館
中
の
図
書
の
返
却
は
、ブ
ッ
ク

ポ
ス
ト
へ
。た
だ
し
、Ｃ
Ｄ
や
ビ
デ
オ
、Ｄ
Ｖ

Ｄ
は
壊
れ
や
す
い
の
で
、6
月
17
日
以
降

に
直
接
カ
ウ
ン
タ
ー
へ
。�

�

そ
の
他
�

�■
6
・
7
月
の
市
税
・
国
保
税
の
休
日

　
納
税
相
談
・
納
付
窓
口
�

日
時
＝
6
・
7
月
の
毎
週
日
曜
日
の
午

前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時（
受
け
付
け

は
4
時
30
分
ま
で
）　
会
場
・
問
い
合
わ

せ
＝
市
税
は
市
役
所
3
階
納
税
課（
☎

20
・
7
2
2
5
）、国
保
税
は
2
階
国
民

健
康
保
険
年
金
課（
☎
20
・
7
2
3
7
）

※
6
月
26
日
と
7
月
31
日
は
八
王
子

駅
前
事
務
所（
ク
リ
エ
イ
ト
ホ
ー
ル
地
下

1
階
）、由
木
事
務
所
で
も
行
い
ま
す
。�

■
17
年
度
の
国
民
年
金
の
受
給
額
が
決
定
�

　
平
成
17
年
度
の
年
金
の
受
給
額
は
、

前
年
度
と
同
額
に
決
定
し
ま
し
た
。�

　
な
お
、受
給
し
て
い
る
方
へ
は
、6
月

上
旬
に
通
知
書
を
送
付
し
ま
す
。問
い

合
わ
せ
は
八
王
子
社
会
保
険
事
務
所（
☎

26
・
3
5
1
1
）、ま
た
は
国
民
健
康
保

険
年
金
課（
☎
20
・
7
2
3
8
）へ
。�

■
6
月
1
〜
7
日
は
水
道
週
間
「
限
り

　
あ
る
水
を
大
切
に
」
�

　
こ
れ
か
ら
夏
に
か
け
て
は
、水
の
使
用

量
が
最
も
増
え
る
時
季
で
す
。お
ふ
ろ

の
残
り
湯
を
洗
濯
や
掃
除
に
利
用
す
る

な
ど
、節
水
に
ご
協
力
を
。問
い
合
わ
せ

は
業
務
課（
☎
20
・
7
3
0
1
）へ
。�

■
水
道
使
用
開
始
・
中
止
時
の
水
道
料

　
金
が
日
割
算
定
方
式
に
�

　
5
月
か
ら
水
道
料
金
の
算
定
方
式
に

日
割
計
算
を
導
入
し
ま
し
た
。適
用
は
、

月
の
途
中
か
ら
の
使
用
開
始
と
中
止
で
、

使
用
日
数
に
応
じ
て
料
金
を
算
出
し
ま

す
。問
い
合
わ
せ
は
業
務
課（
☎
20
・
7

の相談�6 月�

�
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ひ ろ ば
官公署・市民団体のお知らせ�

多
発
し
て
い
ま
す
「
振
り
込
め
詐
欺
」
�

ぐらり～容赦なく倒れる食器棚…�

問い合わせ　防災課（☎20・7207､FAX2１・1298）�

　「つかまり立ちしているのがやっと」「食器棚や冷蔵庫が容赦
なく倒れて来ました」――これは、昨年発生した新潟県中越地震
の被害に遭った方の体験談。こうした家具類の転倒や落下物が、
負傷原因の4割以上を占めていたといいます。また、転倒した食
器棚から散乱した食器やガラスなどは逃げ遅れの原因にも。�
　いつやって来るか分からない地震。震災の教訓を忘れずに、私
たちの身を守る手立てを今すぐ取り入れたいものです。家具を固
定する転倒防止策は簡単にできる防災対策の一つ。そこで、市は
今後、災害弱者に対する支援策として、70歳以上で一人暮らしの
高齢者世帯を対象に家具の転倒防止金具を配付していきます。�

八
王
子
警
察
署
☎
45
・
0
1
1
0

高
尾
警
察
署
☎
65
・
0
1
1
0

広報はちおうじ　2005.6.1

　この欄は、官公署や市民の皆さんのコミュニティ活動の催しなどを紹介しています。内容の確認
などは直接、各団体へ。政治・宗教・営利行為に関するものは掲載しません。掲載の申し込みは市
役所5階、クリエイトホール1階、各市民センターなどにある申込用紙に書いて、掲載希望号の35日
前まで（会員募集は掲載希望号の指定はできません）に、八王子市役所5階広聴広報室（広報担
当）（〒192‐8501☎20・7228、FAX26・3858）へ。なお先着順で掲載し、掲載する方のみ連絡し
ます。【対】＝対象、【内】＝内容、【期】＝期日、【時】＝時間、【日】＝日時、【集】＝集合、【会】
＝会場、【定】＝定員、【費】＝費用（記載なしは無料）、【申】＝申し込み（ハガキの場合は申し込
み内容と、住所・氏名・電話番号などの記載を）、【問】＝問い合わせ�

●1面�
�

●コラム�
�
�

●そのほか�

６月は土砂災害防止
月間�
「お元気予報」「自然
うおっちんぐ」「なるほ
どエコ生活」�
ペットボトルを毎週回
収、市有地を競争入
札で売却、タウンミーテ
ィング「市長と語る」を開
催中、広聴のコーナー
「みんなの声」など�

　次号・6月15日発行の�

は…�広報はちおうじ�

管理栄養士の会ダイエタリー・フレンズ

★八王子市遺族会慰安「歌謡ショー」
【開演日時】6月16日午後1時30分　
【会】いちょうホール　【定】先着700
名　【問】同会☎24・8760（水・木曜日）�
★さつき展示即売会　【日】6月4～
6日の午前9時～午後5時　【会】八王
子駅南口広場　【問】知的障害者更
生施設緑ヶ丘育成園保護者会

�
●そのほかの団体の催し�

★囲碁大会　【日】6月19日午前9時
～午後5時　【会】中野市民センター
【定】先着60名　【費】700円　【申】
6月10日までに、電話で中野寿囲碁同
好会
★昔話講演会　【内・期】まむし地蔵
と高乗寺…6月11日、泣き地蔵と相即
寺おちゃめ地蔵…7月9日　【時】午前
10時～正午　【会】北野市民センター
【定】各先着50名　【費】400円　【問】
とんとんむかしの会
★バザー　【日】6月13～17日の午前
10時30分～午後3時　【会・問】リサ
イクルわかくさ☎24・9671�
★合唱コンサート　【日】6月26日午
後2～4時　【会】いちょうホール　【定】
先着700名　【問】コーロイ

★八王子東高校の公開講座「親子
理科教室～生物」　【対】小学4～6
年生とその保護者　【日】7月2・9日の
午前9時30分～午後3時30分　【会】
同校　【定】各抽選20組　【費】500
円　【申】6月14日までに、電話で同校
☎44・6996�
�
市民団体など�
�
●関連団体の催し�

★レク協の催し　【内】①太極拳、
②女物ゆかた仕立て　【日】①6月16・
23日、7月7日の午前10時～11時30分、
②6月18・25日、7月2・16・23日の午後1
～4時　【会】レク協　【定】①先着
10名、②先着15名　【費】②のみ6,3�
00円　【申】電話で同協会☎56・0901�
★市民企画事業「介護予防現任研�
修」　【対】訪問介護員3級以上の方
【日】7月3・17・23・31日、8月7日の午前
9時～午後4時　【会】あったかホール
など　【定】先着40名　【費】18,000
円　【申】電話でワーカーズコープ☎69・
1505�
★市民企画事業「生活習慣病予防
のヘルシークッキング」　【内・期】
講話…6月14日、調理実習…21日　【時】
午前10時～正午　【会】クリエイトホー
ル第7学習室など　【定】各先着20名
【費】1,500円　【申】電話で八王子�

官公署など�
�
★なくそう就職差別　都は6月を「就
職差別解消促進月間」とし、さまざまな
啓発活動を実施します。　【問】都人
権施策推進課☎03・5388・2595�
★講演会「こころの病気の理解と対
応」　【日】6月21日午後2～4時　【会】
八王子保健所　【定】先着50名　【申】
電話で同保健所☎45・5111�
★八王子商工会議所の催し　【内・期】
①講座「個人情報保護法対策」…6
月7日、②講演会「地震発生予測の現
状」…11日　【時】午後2～4時　【定】
①先着80名、②先着150名　【会・問】
八王子商工会議所（☎23・6311）　�
★松が谷高校の公開講座「将棋～
初級から上級」　【日】7月2・9・16日
の午後2時～5時30分　【会】同校　
【定】先着30名　【費】1,000円（高校
生以下と障害者手帳をお持ちの方は
無料）　【申】電話で同校☎76・1231�
★南多摩高校の公開講座「四季の
文学」　【テーマ・期】高瀬舟…7月
2日、ごんぎつね…9日、山月記…16日、
注文の多い料理店…23日、四季の俳
句…10月1日、句作と句会の初歩…8日、
実作と句会1…15日、実作と句会2…
22日　【会】同校　【定】各抽選30
名　【費】2,000円　【申】6月25日ま
でに、電話で同校☎42・2431



◆市政に対するご意見やご提案は、広聴広報室（広聴担当☎20・7411、FAX20・7322）へ�

▲市有形文化財に指定されている金銅薬師如来倚像�

古紙配合率100%再生紙を使用しています�
16広報はちおうじ　2005.6.1
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■天気解説情報�
八王子市天気相談所�
☎26・0177（テレホンサービス）�

　　　住民基本台帳　前月比　�
世帯数　227,636　  +2,662�
人口（男）　270,993　  +1,629　�
　　（女）　265,032　  +1,022
　　計　536,025　  +2,651　

　　　 外国人登録　�
人口（男）　3,469�
　　（女）　4,452�
　　計　7,921

世帯と人口（平成17年5月1日現在）�

　　　　　　 大正6年、市制施
行を記念して、制定したものです。�

　
か
つ
て
数
千
匹
の
ヒ
キ
ガ
エ
ル
が
産
卵
の
た

め
に
群
れ
る「
カ
エ
ル
合
戦
」で
有
名
で
あ
っ

た
散
田
町
五
丁
目
の
真
言
宗
・
真
覚
寺
。開

基
は
応
永
18
年（
1
4
1
1
）、津
久
井
の
領

主
長
山
氏
に
よ
る
も
の
と
い
わ
れ
て
い
る
。こ

こ
に
は
、白
鳳
時
代
の
作
と
伝
え
ら
れ
る
金

銅
薬
師
如
来
倚
像（
市
有
形
文
化
財
と
し
て

郷
土
資
料
館
に
常
設
展
示
）が
伝
来
。ま
た
、

境
内
の
鐘
楼（
し
ょ
う
ろ
う
）わ
き
の
地
蔵
尊

は
、江
戸
時
代
に
甲
州
道
中
千
人
町
西
端（
現

在
の
長
房
団
地
入
口
交
差
点
付
近
）に
あ
っ

た
地
蔵
堂
か
ら
、昭
和
2
年
の
甲
州
街
道
改

修
時
に
移
設
さ
れ
た
と
い
わ
れ
る
。�

　
本
堂
に
向
か
っ
て
右
手
に
は
、高
宰
神
社

が
建
つ
。こ
の
神
社
は
以
前「
小
蔵
主（
お
く

ら
ぬ
し
）明
神
」と
い
わ
れ
、正
保
慶
安
年
間

に
山
田
町
に
あ
る
広
園
寺
か
ら
移
さ
れ
た
も

の
だ
と
い
う
。以
来
、明
神
様
は
真
覚
寺
の
境

内
に
移
っ
た
あ
と
、散
田
・
千
人
町
界
隈
の
鎮

守
社
に
。特
に
、江
戸
時
代
は
千
人
同
心
の

信
仰
が
厚
く
、鋳
物
師（
い
も
じ
）・
加
藤
吉

重
の
作
で
同
心
ゆ
か
り
の
梵
鐘（
ぼ
ん
し
ょ
う
）

な
ど
も
残
っ
て
い
る
。�

　
真
覚
寺
は
毎
年
6
月
中
旬
、ア
ジ
サ
イ
が

見
ご
ろ
に
。神
仏
混
合
の
妙
と
地
域
文
化
の

ぬ
く
も
り
が
伝
わ
る
静
か
な
空
間
で
あ
る
。�

（
郷
土
資
料
館
ガ
イ
ド
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）�

■発行�
八王子市�
（〒192‐8501 元本郷町三丁目24番1号）�

■編集�
広聴広報室（広報担当）�
☎20‐7228�
FAX26‐3858�

※広報「はちおうじ」は毎月1日�
と15日に発行しています。�
�

　10月からの販売を予定している「ハングル版ガイド
マップ」と、12月に全戸配布を予定している「平成18年版
家庭用ごみ・資源物収集カレンダー」へ掲載する広告を
募集します。�
対象　市民生活に関連するもので次のいずれにも該当し
ないもの　:政治活動、宗教活動、意見広告、個人の
宣伝　:公の秩序、または善良な風俗に反するものなど�

①ハングル版ガイドマップ�
発行部数　3,000部�
規格　縦4センチ㍍×横9センチ㍍�
募集枠・広告料　6枠・1枠あたり15,000円�

②家庭用ごみ・資源物収集カレンダー�
発行部数　240,000部�
規格　縦3センチ㍍×横10センチ㍍�
募集枠・広告料　24枠・1枠あたり50,000円�

※デザインは作成してください。�
申し込み　直接、①は6月17日までに市役所5階学園都
市文化課（☎20・7409、FAX26・0253）、②は30日まで
に3階ごみ減量対策課（☎20・7256、FAX26・4506）へ�

　
今
春
、開
校
2
年
目
を
迎
え
た
不
登
校
児

童
・
生
徒
の
た
め
の「
高
尾
山
学
園
」。習
熟

度
別
の
学
習
や
ゴ
ル
フ
・
陶
芸
な
ど
の
さ
ま

ざ
ま
な
体
験
学
習
が
、こ
の
学
園
の
特
色
で

す
。今
回
は
、新
た
に
9
月
か
ら
の
転
・
入
学

希
望
者
を
募
集
し
ま
す
。�

対
象
　
小
・
中
学
生
で
次
の
す
べ
て
に
該
当

す
る
方
　
▼
転
・
入
学
時
に
市
内
に
在
住

し
て
い
る
　
▼
病
気
や
経
済
的
な
理
由
以

外
で
年
間
30
日
以
上
欠
席
、ま
た
は
保
健

室
・
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
室
な
ど
に
通
い
、現

在
も
同
じ
状
態
に
あ
る
�

応
募
期
限
　
6
月
17
日
（金）
�

案
内
書
な
ど
の
配
布
　
市
役
所
8
階
指
導

室
、各
市
立
小
・
中
学
校
、市
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
�

申
し
込
み
　
所
定
の
申
請
書
に
必
要
事
項

を
記
入
し
て
、直
接
ま
た
は
郵
送
で
八
王

子
市
高
尾
山
学
園
（
〒
193
‐
0
9
4
4
館

町
1
0
9
7
‐
30
☎
66
・
9
3
2
5
、F
�

　
A
X
64
・
9
6
0
0
）へ
�

�

▲村田忠男プ
ロの指導によ
るゴルフの体
験学習も（昨
年の授業で）�
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